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平成 25年度　財務書類 4表

貸借対照表（バランスシート）

資金収支計算書

純資産変動計算書

財務書類４表の作成による効果

行政コスト計算書

貸借対照表（バランスシート）の概要

行政コスト計算書の概要

資金収支計算書の概要

純資産変動計算書の概要 （平成26年３月 31日現在）

（平成25年４月１日～平成 26年３月 31日）

（平成 25年４月１日～平成 26年３月 31日）

（平成 25年４月１日～平成 26年３月 31日）

時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問い合わせ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAX ファクス　 メール　HPホームページ　※無料の場合は掲載を省略しています。

財　政財　政

　市では、総務省が定めた方式による財務書類 4 表（貸借対照表、行政コスト計算書、資金収支計算書および純資
産変動計算書）を作成しています。今月は、平成 25 年度決算財務書類４表の概要をお知らせします。

　貸借対照表とは、平成 26 年 3 月 31 日現在において、市が保有している公共資産、債権、現金などの「資産」、
その資産を形成するために国や銀行などから借り入れた地方債（借入金）などの「負債」、および公共資産などを整
備するために国や府から受けた補助金などの「純資産」の有高を示した財務書類です。
　表の左側の「資産」と右側の「負債」、「純資産」の合計額が一致（バランス）することから「バランスシート」と
も呼ばれています。

　資金収支計算書とは、１年間の行政活動
に伴う現金などの資金の流れを、性質が違
う３つの活動に分けて示した財務書類で
す。
　前期に比べ、歳計現金が６億円増加しま
した。

　純資産変動計算書とは、純資産（貸借対
照表における資産から負債を差し引いた正
味の財産）が、１年間でどのように増減し
たかを示した財務書類です。
　平成 25 年度の純資産残高は、762 億
円となりました。

　現在の地方公共団体の会計は、現金の収支を基準とした会計処理である「現金主義」を採用しており、歳入や歳出
という現金の出納に従って記録されることから、一年間のお金の受取と支払を単純・明確に示すことができますが、
一方で道路、公園、学校などの資産の把握が困難であるという面があります。
　そこで、公共資産をいくら保有しているのかといった、既存の予算・決算とは異なった角度からの情報を得るため、
民間企業的な会計手法を採り入れた財務書類の作成が必要となります。
　現在、総務省が提示している基準モデル、総務省方式改訂モデル以外にも、東京都や大阪府などによる独自のモデ
ルが併存している状況にありますが、それぞれの財務書類の比較可能性が低いことなどから、平成26年４月に固定資
産台帳の整備と複式簿記の導入を前提とした財務書類の作成に関する統一的な基準が示されました。その後「今後の
新地方公会計の推進に関する実務研究会」が設置され議論が行われてきた中で、統一的な基準による財務書類の作成
などを、原則として平成27年度～29年度の３年間で全ての地方公共団体で作成するよう国から要請がなされました。
　本市では、現在総務省方式改訂モデルを採用していますが、平成29年度までに統一的な基準による財務書類の作成
を目指しています。
　今後も引き続き財務書類を活用することで、行財政の効率化、適正化に努めていきます。
　なお、財務書類４表（総務省方式改訂モデル）の詳しい説明などは、市ホームページに掲載しています。

　行政コスト計算書とは、１年間に行った経常的な行政活動
のうち、子育て支援、市民健康診査、ごみ収集といった資産
形成に結びつかない行政サービスにかかる経費と、その行政
サービスの直接の対価として得られた収入を対比させた財務
書類です。
　市の１年間の行政サービスにかかる経費は 484 億円、こ
れに対する対価は 25 億円で、差額 459 億円を税金などの
収入でまかなっています。

項　　目 金　　額
人にかかるコスト ８７億円
物にかかるコスト ７８億円
移転支出的なコスト ３１０億円
その他のコスト ９億円
合計［経常行政コスト（A）］ ４８４億円
経常利益（B） ２５億円
純経常行政コスト（A）－（B） ４５９億円

【歳計現金】
市の歳入歳出に属する現金（平成 25 年度貸借対照表の

「歳計現金」と同額）
【経常的収支】
日常の行政活動による資金収支
【公共資産整備収支】
公共施設などの整備による資金収支

【資産】
市が行政サービスを提供するために保有している財産
【負債】
地方債（借入金）や将来の職員の退職金など、将来の世代
が負担していく債務
【純資産】
資産から負債を差し引いた正味の財産で、地方債（借入金）
以外の資金によって資産を形成した金額であり、これまで
の世代がすでに負担した金額
【人にかかるコスト】
職員の給料、退職手当など

【投資・財政的収支】
投資、出資、貸付などの投資活動や地方債（借入金）の
借入などの財務活動による資金収支
【純経常行政コスト】
行政コスト計算書の「純経常行政コスト」であり、税収
などでまかなうべき行政コスト
【一般財源】
財源の使途が特定されていない地方税などの財源

【物にかかるコスト】
施設の維持管理費、物品購入費、減価償却費、業務の委託
料など
【移転支出的なコスト】
社会保障給付、他団体への補助金、他会計への繰出金など
【その他のコスト】
地方債（借入金）にかかる支払利息など
【経常収益】
行政サービスの利用により、負担いただいた使用料、手数料、
分担金、負担金など
【純経常行政コスト】
市の１年間の行政サービスにかかる経費から、これに対す
る対価（収入）を差し引いた額

語句の説明

語句の説明

問財政課　℡ 06-6992-1402

項　　目 金　　額
期首（平成 24 年度）歳計現金残高（A） １０億円  

当期収支

経常的収支 ６６億円
公共資産整備収支 △５億円
投資・財務的収支 △５５億円
当期収支合計（B） ６億円

期末（平成 25 年度）歳計現金残高（A）＋（B) １６億円

項　　目 金　　額
期首（平成 24 年度）純資産残高（A） ７４０億円  

当期変動額

純経常行政コスト △４５９億円
上記コストをまかなう一般財源、補助金など ４８９億円

その他（臨時損益、資産評価替変動額） △８億円
当期変動額合計（B） ２２億円

期末（平成 25 年度）純資産残高（A）＋（B) ７６２億円

資産【資産保有状況】 負債【財源調達状況】
【資産の部】 【負債の部】
［公共資産］ ［固定負債］
道路、公園、学校などの不動産（土地・建物）、動産　など 地方債、将来支払う予定の退職手当　　　　　　　　  ５５１億円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，２８１億円 ［流動負債］

〔うち土地　　　　　７５２億円〕地方債翌年度償還額、退職手当翌年度支払額、賞与引当金
［投資など］ ８０億円
投資および出資金、貸付金、基金、長期延滞債権　など 負債合計 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６３１億円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ８４億円 純資産【財源調達状況】

［流動資産］ 【純資産の部】
現金預金、財政調整・減債基金、地方税などにおける未収金　など これまでに公共資産などの形成にあてられた国や府からの補助金

や、地方税などの一般財源
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２８億円 純資産合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ７６２億円

〔うち歳計現金　　　　１６億円〕
合　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １，３９３億円 合　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，３９３億円
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平
成
２７
年
度「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」を
支
給

平成 26年度 平成 27年度

特　集

時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問い合わせ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAX ファクス　 メール　HPホームページ　※無料の場合は掲載を省略しています。

特　集

振
替
に
よ
る
納
付
で
す
が
、
各
世

帯
の
都
合
に
合
わ
せ
て
納
付
し
や

す
い
方
法
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
特
別
徴
収（
年
金
天
引

き
）は
個
人
で
選
択
で
き
ま
せ
ん
。

①
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

　
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

含
む
市
委
託
契
約
先
金
融
機
関
）

の
指
定
口
座
か
ら
毎
月
２７
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営

業
日
）
に
引
き
落
と
し
ま
す
。　

た
だ
し
、１２
月
と
２
月
は
２５
日
で
す
。

②
自
主
納
付

　
平
成
２７
年
度
の
国
民
健
康
保
険

料
納
入
通
知
書
を
平
成
２６
年
中
の

所
得
金
額
に
基
づ
い
て
計
算
し
、

６
月
中
旬
ご
ろ
に
各
世
帯
に
郵
送

し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
原
則
と
し

て
、
平
成
２７
年
６
月
〜
平
成
２８
年

３
月
ま
で
の
１０
回
納
期
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
医
療
保
険

分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介

護
保
険
分
に
区
分
さ
れ
、
世
帯
の

所
得
金
額
に
か
か
る
所
得
割
額
、

世
帯
員
一
人
ず
つ
に
か
か
る
被
保

険
者
均
等
割
額
、
世
帯
ご
と
に
か

か
る
世
帯
別
平
等
割
額
を
そ
れ
ぞ

れ
計
算
し
、
合
算
し
た
金
額
が
納

め
る
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
２７
年
度
の
医
療
保
険
分
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
保

険
分
の
保
険
料
率
と
保
険
料
額
の

計
算
方
法
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。

　
な
お
、
平
成
２７
年
度
の
賦
課
限

度
額
は
医
療
保
険
分
が
５２
万
円
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
１７
万

円
、介
護
保
険
分
が
１６
万
円
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
市
町
村

ご
と
に
料
率
や
均
等
割
額
な
ど
を

定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　注

実
際
に
各
世
帯
が
負
担
す
る
保   

　
険
料
は
、
市
町
村
の
中
で
も
世

　
帯
構
成
や
所
得
金
額
な
ど
に
よ
っ

　
て
異
な
る
た
め
、
単
純
に
料
率

　
や
均
等
割
額
だ
け
を
も
っ
て
、

　
ほ
か
の
市
町
村
と
比
較
し
て
、

　
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
方
法

　
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
方
法

に
は
、３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
一
番
安
全
で
確
実
な
の
は
口
座

　
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
の
納
付
で
す
。

③
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　
国
民
健
康
保
険
料
を
年
金
か
ら

徴
収
し
ま
す
。

　
次
の
３
要
件
す
べ
て
に
あ
て
は

ま
る
世
帯
が
対
象
で
す
。

○
年
額
１８
万
円
以
上
の
年
金
を
受

　
給
し
て
い
る

○
国
保
加
入
者
が
す
べ
て
６５
歳
以

　
上
７５
歳
未
満

○
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険

　
料
の
合
算
額
が
年
金
受
給
額
の

　
２
分
の
1
を
超
え
な
い

注
過
去
の
保
険
料
を
完
納
し
て
い

　
る
世
帯
は
、
口
座
振
替
に
よ
る

　
納
付
も
選
択
で
き
ま
す
。

保
険
料
の
内
容
に
つ
い
て

問
保
険
課

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
３
２
、

１
６
２
５

納
付
の
相
談
に
つ
い
て

問
保
険
収
納
課

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
３
７
、

１
５
３
８

◆
対
象
児
童

　
支
給
対
象
者
（
上
記
）
の
児
童

で
、
中
学
校
卒
業
前
（
１５
歳
に
達

す
る
日
以
後
最
初
の
３
月
３１
日
ま

で
）
で
す
。

　
ま
た
、
基
準
日
（
平
成
２７
年
５

月
３１
日
）
に
生
ま
れ
た
児
童
も
対

象
児
童
で
す
。

注
給
付
金
の
支
給
決
定
ま
で
の
間

　
に
亡
く
な
っ
た
児
童
は
対
象
外

　
で
す
。

支
給
額
　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
３
千
円

支
給
月
　
１０
月
予
定　

基
準
日
　
平
成
２７
年
５
月
３１
日（
日
）

申
請
期
間
　
6
月
1
日
（
月
）
〜

　　
　
　
　
１２
月
1
日
（
火
）

申
請
用
紙

　
平
成
２７
年
度
児
童
手
当
・
特
例

給
付
現
況
届
と
併
せ
て
申
請
用
紙

を
同
封
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２７
年
５
月
１
日
〜
３１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
児
童
の
保
護
者
に

つ
い
て
は
、
７
月
に
申
請
用
紙
を

郵
送
し
ま
す
。

申
請
先
　
基
準
日
時
点
で
住
民
票

　
　
　
　
の
あ
る
市
区
町
村
へ
申

　
　
　
　
請
し
て
く
だ
さ
い
。

注
平
成
２７
年
６
月
１
日
以
降
に
別

　
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
場
合

　
で
も
、
基
準
日
時
点
で
住
民
票

　
の
あ
っ
た
市
区
町
村
が
窓
口
で

　
す
。

注
Ｄ
Ｖ
被
害
で
守
口
市
に
住
民
票

　
が
な
い
人
で
も
、
守
口
市
で
申

　
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

注
公
務
員
は
、
基
準
日
時
点
で
住

　
民
票
が
守
口
市
に
あ
る
人
が
対

　
象
で
す
（
勤
務
先
か
ら
の
案
内

　
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）。

注
扶
養
親
族
な
ど
が
６
人
以
上
の

　
限
度
額（
所
得
額
ベ
ー
ス
）は
、

　
５
人
を
超
え
た
１
人
に
つ
き
３８

　
万
円
を
加
算
し
た
額
で
す
。

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
な

ど
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
へ
臨

時
特
例
的
な
給
付
措
置
と
し
て

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

を
支
給
し
ま
す
。

　
こ
の
給
付
金
を
受
け
取
る
に

は
、
平
成
２７
年
５
月
３１
日
時
点
で

住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
へ
の
申

請
が
必
要
で
す
。

◆
支
給
対
象
者

　
平
成
２７
年
６
月
分
の
児
童
手
当

を
受
給
す
る
人
が
対
象
で
す
。

　
な
お
、
平
成
２７
年
６
月
分
の
特

例
給
付
の
受
給
者
は
対
象
外
で
す
。

　
特
例
給
付
の
受
給
者
と
は
、
平

成
２６
年
中
の
所
得
が
、
児
童
手
当

の
所
得
制
限
限
度
額
以
上
で
あ
る

人
（
児
童
１
人
当
た
り
月
額
一
律

５
千
円
が
支
給
さ
れ
る
人
）
を
い

い
ま
す
。

注
児
童
手
当
の
額
の
改
定
の
請
求

　
を
失
念
す
る
な
ど
し
て
、
平
成

　
２７
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
対

　
象
と
な
る
児
童
分
の
支
給
が
受

　
け
ら
れ
な
い
人
も
支
給
対
象
と

　
な
り
得
る
の
で
、
平
成
２７
年
５

　
月
３１
日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る

　
市
区
町
村
に
相
談
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　　　　　　平成 26年中所得　　基礎控除　　　　　　料率
【所得割】（1,900,000 円－ 330,000 円）× 8.80/100 ＝	 138,160 円	 ・・・ （ア）
　　　　　　　　　　　　　　　　　1人当たり　均等割額
【被保険者均等割】加入人数 4人× 26,040 円＝	 104,160 円	 ・・・ （イ）
【世帯別平等割】１世帯当たりの保険料額	 35,160 円	 ・・・ （ウ）
医療保険分の年間保険料
（ア）138,160 円＋（イ）104,160 円 +（ウ）35,160 円≒	 277,480 円	 ・・・ （エ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10円未満切捨て）

　　　　　　平成 26年中所得　　基礎控除　　　　　　料率
【所得割】（1,900,000 円－ 330,000 円）× 3.00/100 ＝	 47,100 円	 ・・・ （オ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　1人当たり　均等割額
【被保険者均等割】加入人数 4人× 9,240 円＝	 36,960 円	 ・・・ （カ）
【世帯別平等割】１世帯当たりの保険料額	 12,600 円	 ・・・ （キ）
後期高齢者支援金分の年間保険料
（オ）47,100 円＋（カ）36,960 円 +（キ）12,600 円≒	 96,660 円	 ・・・ （ク）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10円未満切捨て）

　　　　　　平成 26年中所得　　基礎控除　　　　　　料率
【所得割】（1,900,000 円－ 330,000 円）× 2.70/100 ＝	 42,390 円	 ・・・ （ケ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人当たり　均等割額
【被保険者均等割】40歳〜 60歳の人数 2人× 10,560 円＝	 21,120 円	 ・・・ （コ）
【世帯別平等割】１世帯当たりの保険料額	 10,080 円	 ・・・ （サ）
介護保険分の年間保険料
（ケ）42,390 円＋（コ）21,120 円 +（サ）10,080 円≒	 73,590 円	 ・・・ （シ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10円未満切捨て）

	 医療保険分	 ＋	 後期高齢者支援金分	 ＋	 介護保険分	 ＝	 年間国民健康保険料
	 （エ）	 	 （ク）	 	 （シ）	
	 277,480 円	 ＋	 96,660 円	 ＋	 73,590 円	 ＝	 447,730 円

【６月分】	 	 	 44,800 円
	 	 	
【７月分〜３月分】		 	 44,770 円

①国保加入人数　４人（うち２人は４０歳〜６４歳）
②平成 26年中所得　営業所得　１９０万円

医療保険分、後期高齢者支援金分、介護保険分のおのおのの年間保険料を計算します。

医療保険分、後期高齢者支援金分、介護保険分の保険料を合算し、世帯の年間国民健
康保険料を計算します。

実際に 6月から来年 3月までの各月の保険料を計算します。

ステップ①

ステップ②

ステップ③

医療保険分保険料

後期高齢者支援金分保険料

介護保険分保険料

年間国民健康保険料

各月の国民健康保険料

保険料の計算（例） 設定条件

平
成
２７
年
度

国
民
健
康
保
険
料
が
決
定

▽
申
請
に
つ
い
て

問
子
育
て
支
援
課
・
支
援
係

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
４
７

▽
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
概
要
に
つ
い
て

問
厚
生
労
働
省
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
ダ
イ
ヤ
ル

℡ 

０
５
７
０
・
０
３
７
・
１
９
２

扶養親族
などの人数

所得制限
限度額

0 人 622 万円
1 人 660 万円
2 人 698 万円
3 人 736 万円
4 人 774 万円
5 人 812 万円

区　　　　分 項　　目 H26 保険料

①医療保険分

均 等 割 額
世 帯 割 額

26,760 円
37,440 円

計 64,200 円
所 得 割
限 度 額

9.45％
51 万円

②後期高齢者支援金分

均 等 割 額
世 帯 割 額

9,720 円
13,560 円

計 23,280 円
所 得 割
限 度 額

3.30 ％
16 万円

③計（①＋②）

均 等 割 額
世 帯 割 額

36,480 円
51,000 円

計 87,480 円
所 得 割
限 度 額

12.75％
67 万円

④介護保険分

均 等 割 額
世 帯 割 額

11,880 円
12,360 円

計 24,240 円
所 得 割
限 度 額

3.00 ％
14 万円

区　　　　分 項　　目 H27 保険料

①医療保険分

均 等 割 額
世 帯 割 額

26,040 円
35,160 円

計 61,200 円
所 得 割
限 度 額

8.80％
52 万円

②後期高齢者支援金分

均 等 割 額
世 帯 割 額

9,240 円
12,600 円

計 21,840 円
所 得 割
限 度 額

3.00 ％
17 万円

③計（①＋②）

均 等 割 額
世 帯 割 額

35,280 円
47,760 円

計 83,040 円
所 得 割
限 度 額

11.80％
69 万円

④介護保険分

均 等 割 額
世 帯 割 額

10,560 円
10,080 円

計 20,640 円
所 得 割
限 度 額

2.70 ％
16 万円



67

もりトピ

時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問い合わせ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAXファクス　 メール　HPホームページ　※無料の場合は掲載を省略しています。

もりトピ 税 税

２００
㎡
を
超
え
る
部
分
（
住
宅
床
面

積
の
１０
倍
ま
で
）

固
定
資
産
税
＝
３
分
の
１
に
減
額

都
市
計
画
税
＝
３
分
の
２
に
減
額

　
注
住
宅
を
取
り
壊
し
、
賦
課
期
日

　
（
毎
年
１
月
１
日
）
時
点
で
更

　
地
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
り
、

　
住
宅
以
外
（
駐
車
場
な
ど
）
に

　
利
用
す
る
と
、
特
例
に
よ
る
減

　
額
措
置
が
適
用
さ
れ
ず
税
額
が

　
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
課
税
課
・
土
地
係

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
７
４

　
市
で
は
、
新
・
増
改
築
や
取
り

壊
し
の
あ
っ
た
家
屋
を
対
象
に
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産
税
の

税
額
の
基
礎
と
な
る
評
価
額
を
算

定
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
市
職
員
が
伺
い
屋
内
の
調
査
を

行
う
際
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
に
当
た
る
市
職
員

は
、
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
提
示
を

求
め
て
く
だ
さ
い
。

問
課
税
課
・
家
屋
係

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
７
４

　
証
明
書
が
必
要
な
人
は
、
平
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
３０
分
に
総

合
窓
口
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

　
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
、
住

　
基
カ
ー
ド
な
ど
）。
本
人
以
外

　
の
証
明
書
を
申
請
す
る
場
合
に

　
は
、
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で

　
き
る
も
の
お
よ
び
委
任
状
。
同

　
居
の
親
族
の
場
合
、
委
任
状
は

　
不
要

￥
１
通
３００
円

注
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
な
ど
の

　
少
額
の
収
入
が
あ
り
、
個
人
住

　
民
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人

　
は
、
当
日
証
明
書
を
交
付
で
き

　
ま
せ
ん
。
来
庁
前
に
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

問
課
税
課
・
市
民
税
係

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
５
６

　
住
宅
の
敷
地
（
住
宅
が
建
っ
て

い
る
土
地
）
に
対
し
て
、
課
税
標

準
額
が
次
の
よ
う
に
減
額
さ
れ
ま

す
。

２００
㎡
ま
で
の
部
分

固
定
資
産
税
＝
６
分
の
１
に
減
額

都
市
計
画
税
＝
３
分
の
１
に
減
額

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

注
納
期
が
過
ぎ
た
税
額
や
納
付
後

　
は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
課
税
課
・
市
民
税
係

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
５
６

　
市
で
は
、
平
成
２７
年
度
個
人
市

民
税
・
府
民
税
（
以
下
「
個
人
住

民
税
」）
の
普
通
徴
収
分
、
公
的

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
分
の
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　
普
通
徴
収
と
は
、
納
税
義
務
者

が
金
融
機
関
な
ど
に
出
向
き
、
個

人
住
民
税
を
納
め
る
方
法
で
す
。

　
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
と

は
、
年
金
保
険
者
（
日
本
年
金
機

構
な
ど
）
が
個
人
住
民
税
を
、
年

金
か
ら
直
接
徴
収
し
て
市
へ
納
め

る
方
法
で
す
。

　
不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
課
税
課
・
市
民
税
係

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
５
６

　
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
平
成
２７

年
度
（
平
成
２６
年
中
所
得
）
の
課

税
（
非
課
税
・
無
収
入
）
証
明
書

の
交
付
を
行
い
ま
す
。

対
平
成
２７
年
４
月
１
日
現
在
６５
歳�

　
（
昭
和
２５
年
４
月
２
日
以
前
生

　
ま
れ
）
以
上
の
年
金
受
給
者
の

　
う
ち
、
個
人
住
民
税
の
納
税
義

　
務
が
あ
る
人

注
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
年
額
が

　
１８
万
円
未
満
で
あ
る
人
、
介
護

　
保
険
料
が
年
金
か
ら
直
接
徴
収

　
さ
れ
て
い
な
い
人
、
年
金
所
得

　
か
ら
計
算
し
た
税
額
が
老
齢
基

　
礎
年
金
な
ど
の
年
額
を
超
え
る

　
人
は
、
対
象
外
で
す
。

　
な
お
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
は
納
税
方
法
を
変
更
す
る
も

の
で
あ
り
、
新
た
な
税
負
担
が
生

じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

徴
収
す
る
税
額　
年
金
所
得
か
ら

計
算
し
た
税
額
の
み
で
す
。
給
与

所
得
や
事
業
所
得
な
ど
の
金
額
か

ら
計
算
し
た
税
額
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
、

ま
た
は
普
通
徴
収
（
納
付
書
）
で

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

対
象
税
額
と
徴
収
方
法

①
前
年
度
に
引
き
続
き
公
的
年
金

　
市
は
、
平
成
２７
年
４
月
に
設
置

さ
れ
た
大
阪
府
域
地
方
税
徴
収
機

構
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
事

前
に
納
税
に
関
し
て
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、
先
月
号
に
引
き
続
き

今
月
号
で
は
納
付
案
内
と
納
付
相

談
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

④
納
付
案
内

　
～
納
期
限
内
に
自
主
納
付
を
～

　
税
目
ご
と
の
納
付
期
限
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
２７
年
１
月
か
ら
の
延
滞
金

の
年
利
率
は
、
納
期
限
後
の
１
か

月
以
内
は
２
．
８
％
、
そ
れ
以
降

は
９
．
１
％
で
す
。

　
必
ず
納
期
限
内
の
納
付
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

▽
個
人
市
府
民
税
の
普
通
徴
収
分

　
＝
６
月
・
８
月
・
１０
月
末
日
、

　
１２
月
２５
日

▽
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
＝

　
５
月
・
７
月
・
９
月
・
１１
月
末

　
日

▽
軽
自
動
車
税
＝
５
月
末
日

注
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
翌

　
営
業
日
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
税
目
に
つ
い
て
は
、

口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。
納

期
限
ご
と
に
自
動
振
替
さ
れ
る
の

で
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、
納
付
に
出
向
く
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
口
座
振
替
の
申
込
書
は
、
当
初

の
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
い
ま

す
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
し「
預

貯
金
通
帳
」「
届
出
印
」「
振
替
を

希
望
す
る
市
税
の
納
税
通
知
書
」

を
持
っ
て
、
市
内
の
取
り
扱
い
金

融
機
関
ま
た
は
納
税
課
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
課
で
申
し
込
む
場

合
は
、
次
の
銀
行
の
「
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
（
法
人
預
金
口
座
、
貯

蓄
預
金
、
代
理
人
カ
ー
ド
、
生
体

認
証
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
を
除
く
）」

を
持
参
し
、
簡
単
な
申
込
書
に
記

入
す
る
だ
け
で「
預
金
通
帳
」「
届

出
印
」
が
な
く
て
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
滞
納
処
分
に
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

り
そ
な
銀
行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
み
ず
ほ

銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
近
畿
大

阪
銀
行
、
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
、

大
阪
信
用
金
庫
、
北
お
お
さ
か
信

用
金
庫

⑤
納
付
で
き
な
い
と
き
は
必
ず
相
談
を

　
病
気
で
出
費
が
か
さ
ん
だ
り
、

失
業
な
ど
で
収
入
が
途
絶
え
生
活

に
困
っ
て
い
る
な
ど
納
付
に
困
っ

た
時
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
納
税

課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
日
に
忙
し
く
て
連
絡
で
き
な

い
場
合
で
も
、
月
に
よ
っ
て
は
休

日
・
夜
間
納
付
相
談
を
実
施
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
広
報
も

り
ぐ
ち
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
次
の
要
件
に
該
当
し
、

税
を
納
付
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
認
め
ら
れ
る
金
額
を

限
度
と
し
て
証
拠
書
類
を
添
え
て

本
人
が
申
請
す
る
こ
と
で
、
１
年

以
内
の
期
間
に
限
り「
徴
収
猶
予
」

を
許
可
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
徴
収
猶
予
」
が
許
可
さ
れ
る

と
、
猶
予
期
間
中
の
延
滞
金
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
免
除
に
な
り
ま

す
。

注
約
束
し
た
金
額
を
納
付
し
な
か

　
っ
た
場
合
は
「
徴
収
猶
予
」
を

　
取
り
消
し
ま
す
。

①
納
税
者
ま
た
は
特
別
徴
収
義
務

者
（
以
下
「
納
税
者
な
ど
」）
が

そ
の
財
産
に
つ
き
、
震
災
、
風
水

害
、
火
災
そ
の
ほ
か
の
災
害
を
受

け
た
、
ま
た
は
盗
難
に
あ
っ
た
と

き②
納
税
者
な
ど
、
ま
た
は
こ
れ
ら

の
者
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
が

病
気
に
か
か
っ
た
、
ま
た
は
負
傷

し
た
と
き

③
納
税
者
な
ど
が
そ
の
事
業
を
廃

止
、
ま
た
は
休
止
し
た
と
き

④
納
税
者
な
ど
が
そ
の
事
業
に
つ

き
、
著
し
い
損
失
を
受
け
た
と
き

⑤
①
～
④
に
該
当
す
る
事
実
に
類

す
る
事
実
が
あ
っ
た
と
き

　
６
月
ご
ろ
か
ら
大
阪
府
域
地
方

税
徴
収
機
構
へ
事
案
の
引
き
継
ぎ

が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
税
の
滞

納
繰
越
額
の
縮
減
に
向
け
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

用
語
の
解
説

○
延
滞
金

　
市
税
な
ど
が
本
来
の
納
期
限
ま

で
に
完
納
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、

そ
の
遅
延
し
た
税
額
お
よ
び
期
間

に
応
じ
て
課
さ
れ
る
も
の

問
納
税
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
８
５
１

～
１
８
５
４

か
ら
の
特
別
徴
収
を
継
続
す
る
人

は
、
上
半
期
の
年
金
支
給
月
（
４

月
・
６
月
・
８
月
）
に
、
平
成
２７

年
２
月
の
税
額
と
同
じ
額
を
仮
徴

収
分
と
し
て
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　

下
半
期
の
年
金
支
給
月
（
１０

月
・
１２
月
・
２
月
）
は
、
年
金
所

得
か
ら
計
算
し
た
税
額
か
ら
上
半

期
の
税
額
を
差
し
引
い
た
残
額
を

分
割
し
て
特
別
徴
収
し
ま
す
。

②
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を

新
た
に
開
始
す
る
人
お
よ
び
前
年

度
に
特
別
徴
収
が
中
止
と
な
っ
た

人
は
、
１０
月
か
ら
特
別
徴
収
を
開

始
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
年
金
所

得
か
ら
計
算
し
た
税
額
の
半
分
を

普
通
徴
収
に
よ
り
一
・
二
期
（
６

月
・
８
月
）
で
納
付
し
て
い
た
だ

き
、
下
半
期
の
年
金
支
給
月
（
１０

月
・
１２
月
・
２
月
）
に
残
額
を
分

割
し
て
特
別
徴
収
し
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
減
免
制
度

　
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
、

災
害
に
遭
っ
た
人
、
失
業
中
の
人

な
ど
は
、
一
定
基
準
に
よ
り
個
人

住
民
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

大
阪
府
域
地
方
税
徴
収
機
構
に
参
加
し
ま
す
②

家
屋
調
査
を
実
施

　平日、仕事などで忙しい人や、病気・
失業などで市税を納付できない人は、利
用してください。

夜間　6月25日（木）19：30まで
休日　6月28日（日）10：00～15：00
場納税課（市役所1号別館2階）
℡06－6992－1852～1854

注来庁時は、夜間休日出入口（正面玄関
　側）を利用してください。
　車で来庁した人を対象に、相談時間帯
　のみ臨時駐車場を夜間休日出入口（正
　面玄関側）の前に設置していますが、
　駐車台数に限りがありますので、ご協
　力をお願いします。

市税の夜間・
休日納付相談

税
の
お
知
ら
せ

個
人
市
民
税
・
府
民
税

の
納
税
通
知
書
を
発
送

個
人
住
民
税
の
課
税

（
非
課
税
・
無
収
入
）
証
明
書
の
交
付

ご
存
じ
で
す
か

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
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もりトピ

　
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

は
地
下
駐
車
場
（
有
料
）
の
み
で

す
。
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
無
料
送
迎
バ
ス
、
徒
歩
、
自

転
車
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
総
合
（
特
定
）
健
康
診
査

に
は
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
の
発
行
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
健
診
会
場
の
混
雑
を
避
け
る
た

め
、
事
前
予
約
制
（
各
日
定
員
あ

り
）
で
行
い
ま
す
。
健
診
希
望
日

の
お
お
む
ね
１
か
月
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

注
事
前
予
約
を
し
て
い
な
い
場
合

　
は
、健
診
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

予
約
専
用
電
話

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
２
３
４
７

予
約
受
付
時
間　
月
曜
日
～
金
曜

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
３０
分

（
祝
日
は
除
く
）

　
詳
し
く
は
、
折
り
込
み
の
「
市

民
総
合
（
特
定
）
健
康
診
査
の
お

知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
２
２
１
７

福祉・健康 税・福祉

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

（
第
１
期
分
）、
軽
自
動
車
税
を

納
め
て
い
な
い
人
は
、
至
急
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
月
は
、
個
人
住
民
税

の
普
通
徴
収
分
の
第
一
期
分
の
納

期
で
す
の
で
、
６
月
３０
日
（
火
）

ま
で
に
近
く
の
金
融
機
関
や
次
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
所
属

す
る
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
・
東
友
会

（
東
町
一
丁
目
）
は
、
４
月
１２
日

（
日
）
に
、
大
阪
国
際
大
学
短
期

大
学
部
プ
レ
ッ
パ
ー
ズ
部
・
西
岡

ゆ
か
り
氏
と
学
生
よ
り
、
守
口
市

市
民
協
働
事
業
（
高
齢
者
健
康
づ

く
り
等
啓
発
事
業
）
と
し
て
、「
ぴ

ん
ぴ
ん
き
ら
り
（
Ｐ
Ｐ
Ｋ
）」
と

い
う「
健
や
か
に
老
い
る
」を
テ
ー

マ
に
基
づ
く
講
演
と
、
座
位
で
の

運
動
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
と
受
講
者
の
感
想
や

感
じ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

①
先
生
か
ら
の
講
義
内
容
「
ぴ
ん

ぴ
ん
き
ら
り
（
Ｐ
Ｐ
Ｋ
）」

　
冒
頭
、
西
岡
氏
よ
り
「
今
日
は

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
元
気
に
過

ご
す
た
め
の
運
動
と
食
事
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー

ソ
ン
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン

ク
ス
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
な
ど

問
納
税
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
８
５
２

～
１
８
５
４

対
「
働
き
た
い
の
に
仕
事
が
見
つ

　
か
ら
な
い
」「
仕
事
を
急
に
解

　
雇
さ
れ
家
賃
が
払
え
な
い
」「
家

　
族
の
生
活
や
将
来
の
こ
と
が
不

　
安
」
な
ど
、
生
活
に
困
窮
し
て

　
い
る
人
ま
た
は
将
来
的
に
生
活

　
に
困
窮
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

　
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

　
難
し
い
人
な
ど

問
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
守

　
口

相
談
日
時　
月
曜
日
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
３０
分

（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

場
京
阪
本
通
２
ー
１
ー
５

京
阪��

　
川
口
ビ
ル
４
階

交
通
ア
ク
セ
ス　
地
下
鉄
谷
町
線

「
守
口
駅
」
３
番
出
口
徒
歩
２
分

7

０
８
０
０
・
２
０
０
・
８
０
１
1

 　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

と
は
、
生
活
全
般
に
わ
た
る
悩
み

や
困
り
ご
と
の
相
談
を
受
け
て
、

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
う
事
業
で
す
。

　
新
聞
が
ポ
ス
ト
に
た
ま
っ
て
い

る
、
洗
濯
物
が
長
く
干
し
た
ま
ま

で
あ
る
、
明
か
り
が
昼
夜
ず
っ
と

つ
い
た
ま
ま
な
ど
、
普
段
と
様
子

が
違
い
安
否
確
認
が
必
要
な
状
況

と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
安
否
確

認
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、

早
急
に
安
否
確
認
・
状
況
把
握
を

行
い
ま
す
。

受
付　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

３０
分

℡�

０
６
・
６
９こ

こ

に
９
２
・
４ホ

ッ０
１ト０

�
A
np
i4010

Line@
city-

　

m
o
riguchi-o

saka.jp

「
安
否
確
認
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
掲
示

用
チ
ラ
シ
」
設
置
場
所　
高
齢
介

護
課
（
市
役
所
本
館
１
階
）、
市

役
所
案
内
、市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
、

佐
太
・
菊
水
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
障
害
者
・
高
齢
者
交
流
会

館
、
市
民
・
大
日
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
、
各
公
民
館

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
高
齢
介
護
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
１
0

福
祉
の
お
知
ら
せ

守
口
市
市
民
協
働
事
業

（
高
齢
者
健
康
づ
く
り
等
啓
発
事
業
）

～
ぴ
ん
ぴ
ん
き
ら
り（
Ｐ
Ｐ
Ｋ
）

　
　
　
　
い
き
い
き
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！
～

安
否
確
認
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

救
急

安
心
カ
ー
ド

おくりたい
未来の自分に
きれいな歯

～歯科健康診査を受けましょう～

６月４日（木）～10日（水）は
「歯と口の健康週間」

健
康
の
お
知
ら
せ

▽
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
加

齢
と
と
も
に
運
動
不
足
と
な
り
、

足
腰
の
筋
肉
は
衰
え
ま
す
。

▽
少
し
で
も
老
化
を
遅
ら
せ
る
に

は
、
１
日
あ
た
り
３０
分
で
い
い
の

で
、
体
力
に
応
じ
た
運
動
を
毎
日

続
け
る
こ
と
で
す
。

▽
運
動
す
る
た
め
に
、
足
腰
の
筋

肉
維
持
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
毎
日
の
運
動
と
と
も
に
、
成
長

期
の
子
ど
も
同
様
、
肉
、
魚
、
豆

腐
、
卵
な
ど
タ
ン
パ
ク
質
を
含
む

食
品
を
一
品
加

え
ま
し
ょ
う（
食

べ
過
ぎ
は
い
け

ま
せ
ん
）

　

以
上
、
３
点

の
講
義
を
行
い

ま
し
た
。

②
実
習
「
新
聞
紙
で
作
る
こ
と
が

で
き
る
ス
リ
ッ
パ
作
り
」

　
も
し
も
の
と
き
に
、
は
だ
し
で

避
難
す
る
と
危
険
な
た
め
、
新
聞

紙
で
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

③
運
動
「
室
内
で
で
き
る
運
動
」

　
次
に
、
室
内
で
で
き
る
運
動
を

学
生
と
一
緒
に
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
と
会
話
を
交
え
な
が
ら
行
い

ま
し
た
。

▽
肩
回
し
な
ど
の
運
動
…
こ
れ
は

全
員
が
で
き
ま
し
た
。

▽
脳
活
性
化
の
手
運
動
…
右
手
は

握
り
こ
ぶ
し
で
、
上
下
（
上
→
下

→
上
の
繰
り
返
し
）
ト
ン
ト
ン
、

左
手
は
三
角
形
（
上
→
下
→
水
平

運
動
左
→
上
）
と
、
こ
れ
ら
を
同

時
に
ス
タ
ー
ト
。
し
か
し
、
う
ま

く
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、

学
生
さ
ん
の

補
助
を
受
け

な
が
ら
運
動

を
行
い
ま
し

た
。

受
講
者
の
感
想

☆
「
い
つ
も
体
を
動
か
さ
な
い
と

だ
め
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
毎
日
少
し
で
も
体
を
動
か
す

こ
と
、
食
事
の
大
切
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。明
日
か
ら
実
行
し
ま
す
。

い
い
お
話
を
聞
き
ま
し
た
」

☆
「
頭
が
疲
れ
た
」

☆
「
体
が
温
ま
っ
た
」

　
全
員
が
楽
し
く
和
や
か
に
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
ま
し
た
。

問
高
齢
介
護
課

℡�
０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
１
０
、

１
６
１
３

　
救
急
車
を
呼
び
救
急
隊
員
が
か

け
つ
け
た
時
に
、
救
急
隊
は
病
院

に
患
者
の
状
態
を
伝
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
の
時
に
、氏
名
、

持
病
、
常
用
薬
、
救
急
連
絡
先
な

ど
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
よ
り
ス

ム
ー
ズ
な
対
応
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
「
救
急
安
心
カ
ー

ド
」
を
作
成
し
、
救
急
時
に
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
救
急
安
心
カ
ー
ド
」
設
置
場
所

　
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
本
館
１

階
）、
市
役
所
案
内
、
市
民
保
健

セ
ン
タ
ー
、
佐
太
・
菊
水
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
・
高
齢
者

交
流
会
館
、
市
民
・
大
日
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
高
齢
介
護
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
１
０

　
歯
科
健
康
診
査
は
、
市
民
総
合

（
特
定
）
健
康
診
査
と
あ
わ
せ
て

実
施
し
ま
す
。
ま
ず
は
歯
科
健
診

で
、
口
の
中
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

対
１５
歳
以
上
６０
歳
以
下
全
員
、
６５

　
歳
、
７０
歳

注
パ
ノ
ラ
マ
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
対
象

　
は
、
１５
歳
～
６５
歳
の
５
歳
節
目

　
年
齢
の
人

申
・
問
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
２
２
１
７

市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

６
月
１
日（
月
）か
ら
ス
タ
ー
ト

市
民
総
合
（
特
定
）

健
康
診
査
予
約
受
付
中

～
事
前
予
約
制
～
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もりトピ

時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問い合わせ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAXファクス　 メール　HPホームページ　※無料の場合は掲載を省略しています。

もりトピ 健康 健康

麻
し
ん
　
感
染
力
が
と
て
も
強

く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
６
倍
の

感
染
力
を
持
ち
、
患
者
１
千
人
に

１
人
が
脳
炎
を
併
発
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

風
し
ん
　
妊
婦
が
風
し
ん
に
か
か

る
と
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や

耳
に
影
響
を
与
え
、
障
が
い
が
生

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

内
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
を
１
期
で
１
回
、
２
期
で
１
回

　
接
種

対
１
期
＝
１
歳
児
（
1
期
の
接
種

　
期
日
は
２
歳
の
誕
生
日
前
日
ま

　
で
）

　
２
期
＝
平
成
２１
年
４
月
２
日
～

　
平
成
２２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
（
年
長
児
）（
２
期
の
接
種
期

　
日
は
平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で
）

備
予
防
接
種
は
、
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
が
原
則
で
す
。
麻
し
ん
、

　
風
し
ん
の
ど
ち
ら
か
の
病
気
に

　
か
か
っ
た
人
は
、
か
か
っ
て
い

　
な
い
ほ
う
の
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン

　
の
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

場
市
内
委
託
医
療
機
関（
下
表
）、

　
門
真
・
寝
屋
川
・
大
東
・
四
條

　
畷
市
の
委
託
医
療
機
関

　
そ
れ
以
外
の
市
町
村
や
委
託
医

療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
は
、
有

料
に
な
り
ま
す
。

注
明
ら
か
に
発
熱
し
て
い
る
人
、

　
重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い

　
る
人
、
接
種
時
の
体
調
に
よ
り

　
医
師
が
不
適
当
な
状
態
と
判
断

　
し
た
人
、
予
防
接
種
に
よ
っ
て

　
強
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ

　
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
予
防

　
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

持
母
子
健
康
手
帳

問
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
２
２
１
７

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
は
お
早
め
に

内　　　容 と　き 費用 連　絡　先・備　考

HIV検査（匿名可）�
梅毒・クラミジアの同時検査可

原則、第2・第4月曜日（祝日を除く）�
10:00～11:00 無料�

（注1）
地域保健課�
℡ 06-6993-3132、3133

注検査日の前週金曜日までに
　要電話予約

肝炎ウイルス検査 原則、第2・第4月曜日（祝日を除く）�
11:00～11:30

風しん抗体検査（注2） 原則、第1・第3月曜日（祝日を除く）�
10:00～11:00 無料

こころの健康相談 詳しくは問い合わせください 無料
地域保健課�
℡ 06-6993-3132、3133
注予約制

水質検査、検便・ぎょう虫検査 毎週火曜日（祝日を除く）
�9:30～11:30

有料�
（注3）

衛生課�
℡ 06-6993-3134

犬猫に関する相談、
引き取りの相談（窓口が変更） 平日　�9:00～17:45

問い合わ
せくださ
い

大阪府動物管理指導所四條畷分室（四條畷
保健所と併設）四條畷市江瀬美町 1-16
℡ 072-862-2170

守口保健所の各種相談

6月乳幼児健康診査・相談など

6月健康相談

名称 とき 受付時間 場所

４か月児健診

　　２日(火)

9：30～10：30

市 民 保 健 セ ン タ ー
　11日(木) 東　 部　 公　 民　 館
　1６日(火) 市 民 保 健 セ ン タ ー
　２５日(木) 庭　 窪　 公　 民　 館

１歳６か月児
健 診

　　４日(木)
13：00～14：00

市 民 保 健 セ ン タ ー

　1８日(木)

２ 歳 児 歯 科
健 診

　　５日(金)
13：00～14：00

　1９日(金)

３歳６か月児
健 診

　1２日(金)
13：00～14：00

　２６日(金)
離乳食講習会

（前　　　期）
要電話予約

　1７日(水) 13：00～13：30
(13：30開始)

育児相談 　1０日(水) 13：30～14：00
両親教室　火曜日版

（妊婦歯科健診　実施日＊印）
要電話予約

＊1６日(火)
　２３日(火) 13：00～13：15

乳児後期健康診査 ４か月児健診において受診票をお渡しします。
生後９か月～1歳未満の間に府内委託医療機関で受診（受診票にて無料）

注�対象者や事業内容については健康カレンダーをご覧ください。４か月児・1歳６か月児・２歳児歯科・３歳６か月児健診については、案内を送付
します。

　駐車場は有料です。駐車台数に限りがありますので、なるべくほかの交通機関を利用してください。
持 �案内状、母子健康手帳、健康保険証、歯ブラシ（４か月児健診は除く）

（注1）有料の場合もあり
（注2）対象は、妊娠を希望する女性とその配偶者、または妊娠している女性の配偶者
（注3）検査容器は保健所で用意

注�なお、予約制の医院および一部行っていない医院がありますので、念のため事前に電話での確認をお願いします。

相談内容 相談日 受付時間 場　所

市 民 一 般 健 康 相 談
3日(水)�・10日(水)

14:00～15:00
市民保健センター

17日(水) 東部公民館
24日(水) 佐太老人福祉センター

歯 科 健 康 相 談 14日(日)�・28日(日) 10:00～11:30 歯科休日応急診療所（市民保健センター1階）
おくすりに関する健康相談

3日(水) 14:00～15:00 市民保健センター
ぜ ん そ く 健 康 相 談

医療機関名 所在地 TEL （市外局番 06）
1 （医）秋田医院 東町 1－ 12－ 1 ６９０３- ３０５０
2 秋山医院 松月町 4－ 34 ６９９1- ２７1０
3 （医）天野医院 八雲西町 2－ 16－ 13 ６９９２- ２３２６
4 石井内科医院 梶町 4－ 4－ 42 ６９０７- ３７1２
5 （医）井上医院 土居町 3－ 9 ６９９1- ２９３1
6 内田診療所 東光町 1－ 28－ 11 ６９９２- ２７８０
7 大槻医院 高瀬町 5－ 6－ 15 ６９９1- ３５７６
8 岡井医院 竹町 6－ 7 ６９９1- ４11９
9 （医）貴和会　奥田医院 高瀬町 5－ 9－ 10 ６９９８- ６７９３
10 （医）小野山診療所 本町 2－ 5－ 32 ６９９1- ０３８５
11 かじうらクリニック 大日町 3－ 25－ 17 ６９０1- ２９９５
12 北川クリニック 京阪本通 2－ 16－ 5 ６９９３- ０３６６
13 北原医院 大久保町 4－ 1－ 7 ６９０２- ３６２３
14 木下クリニック 八雲中町 2－ 12－ 26 ６９０３- 1０７２
15 （医）塩見クリニック 金田町 1－ 21－ 41 ６９０1- ７７３３
16 白井医院 西郷通 1－ 15－ 18 ６９９1- ３２９０
17 （医）すがの診療所 菊水通 2－ 4－ 10 ６９９６- ３９７1
18 （医）杉島医院 大枝北町 10－ 3 ６９９1- ２９８６
19 （医）髙井クリニック 金田町 5－ 4－ 32 ６９1６- ８０００
20 たしろクリニック 八雲北町 2－ 26－ 2 ６９９７- ５０２０
21 田中医院 菊水通 1－ 2－ 1 ６９９２- ７７７1
22 （医）辻診療所 大久保町 1－ 34－ 6 ６９０1- ３０５６
23 戸田診療所 八雲東町 2－ 57－ 6 ６９０９- 1３1８
24 中村医院 大庭町 1－ 22－ 21 ６９０８- ００３７
25 中村たかクリニック 外島町 2番�ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞもりぐち ６９９３- ５７７０
26 西山外科 松月町 2－ 20 ６９９４- ７８６０
27 博多医院 寺方本通 4－ 3－ 14 ６９９３- ４０４1
28 菱田医院 南寺方中通 1－ 5－ 1 ６９９1- ２８７２
29 ふさおかこどもクリニック 日向町 6－ 13 ６９９1- 1６11
30 （医）袋井医院 南寺方中通 3－ 10－ 8 ６９９５- ２０８６
31 藤井医院 京阪本通 2－ 15－ 4 ６９９1- ０６1３
32 （医）松尾医院 春日町 3－ 4 ６９９７- ５６９３
33 （医）水谷クリニック 八雲北町 3－ 37－ 40 ６９９２- ３３３３
34 （医）中村医院 京阪本通 2－ 10－ 14 ６９９1- 1６４７
35 村杉医院 豊秀町 2－ 13－ 3 ６９９２- ３３７６
36 （医）博愛会　守口診療所 東光町 1－ 22－ 20 ６９９２- 1０８1
37 （医）誠心会　森口医院 大枝西町 15－ 8 ６９９1- ０５９３
38 （医）慈恩会　森脇クリニック 南寺方東通 3－ 1－ 14 ６９９５- ７７００
39 （医）山中クリニック 佐太東町 2－ 3－ 5 ６９０５- ２２５５
40 吉岡医院 京阪北本通 4－ 7 ６９９1- ２８５９
41 よしなかクリニック 京阪本通 2－ 3－ 1 ６９９1- ６２７６
42 （医）創健会　賴内科胃腸科 滝井元町 1－ 8－ 7 ６９９1- ６３11
43 （社医）弘道会　守口生野記念病院 佐太中町 6－ 17－ 33 ６９０６- 11００
44 松下記念病院 外島町 5－ 55 ６９９２- 1２３1

問市民保健センター　℡ 06－6992－2217

問市民保健センター　℡ 06－6992－2217
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備潜伏期間：ダニなどに刺されてから症状が出るまでの期間

生年月日
平成 4 年4月2日～平成 5 年4月1日
平成元年4月2日～平成 2 年4月1日
昭和62年4月2日～昭和63年4月1日
昭和59年4月2日～昭和60年4月1日
昭和57年4月2日～昭和58年4月1日
昭和54年4月2日～昭和55年4月1日
昭和52年4月2日～昭和53年4月1日
昭和49年4月2日～昭和50年4月1日

生年月日
昭和 47年 4月 2日～昭和 48年 4月 1日
昭和 44年 4月 2日～昭和 45年 4月 1日
昭和 42年 4月 2日～昭和 43年 4月 1日
昭和 39年 4月 2日～昭和 40年 4月 1日
昭和 37年 4月 2日～昭和 38年 4月 1日
昭和 34年 4月 2日～昭和 35年 4月 1日
昭和 32年 4月 2日～昭和 33年 4月 1日
昭和 29年 4月 2日～昭和 30年 4月 1日

もりトピ

時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問い合わせ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAXファクス　 メール　HPホームページ　※無料の場合は掲載を省略しています。

もりトピ

　
草
む
ら
か
ら
帰
っ
た
後
は
、
す

ぐ
に
入
浴
し
、
頭
の
中
な
ど
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。
脱
い
だ
服
は
ナ
イ

ロ
ン
袋
な
ど
に
入
れ
、
す
ぐ
に
洗

濯
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
後
、

左
表
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
場
合

に
は
、
念
の
た
め
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う（
受
診
の
際
に
は
、

ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
と
担
当
医
師
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
）。

問
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
２
２
１
７

健康健康・くらし

　

こ
れ
か
ら
新
緑
の
季
節
に
な

り
、
山
登
り
、
山
菜
採
り
な
ど
で

野
山
へ
入
る
こ
と
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
マ
ダ
ニ
の

活
動
が
活
発
化
す
る
た
め
、
野
山

な
ど
に
あ
る
草
む
ら
へ
入
る
と
き

に
は
、
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
な
い
よ

う
注
意
が
必
要
で
す
。

　
野
外
に
い
る
吸
血
性
の
マ
ダ
ニ

と
し
て
、
大
型
の
マ
ダ
ニ
（
１
～

４
㎜
）、小
型
の
ツ
ツ
ガ
ム
シ（
０
．

５
～
１
㎜
前
後
）
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て

も
、
痛
み
や
か
ゆ
み
な
ど
を
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
病
原

体
を
保
有
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
、
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
る
と
重
症

熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
）、
日
本
紅
斑
熱
、
ツ
ツ
ガ

ム
シ
病
な
ど
の
感
染
症
に
か
か
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
（
す
べ
て
の
ダ

ニ
が
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
表
参
照

　
草
む
ら
に
入
り
マ
ダ
ニ
や
ツ
ツ

ガ
ム
シ
な
ど
に
刺
さ
れ
た
場
合
、

皮
膚
科
や
内
科
な
ど
の
医
療
機
関

へ
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
（
マ

ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
場
合
、
自
身
で

排
除
し
て
し
ま
う
と
、
頭
の
部
分

の
み
が
残
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
）。

◆
マ
ダ
ニ
な
ど
に
刺
さ
れ

な
い
た
め
に
…

　
草
む
ら
な
ど
に
入
る
と
き
は
、

で
き
る
だ
け
肌
を
露
出
し
な
い
よ

う
な
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
袖
口
か
ら
ダ
ニ
が
入
り
込
む
こ

と
も
あ
る
た
め
、
手
首
、
足
首
な

ど
の
袖
口
を
絞
る
こ
と
の
で
き
る

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。
ナ
イ
ロ
ン
製
な
ど
の
衣

服
は
、
表
面
が
ツ
ル
ツ
ル
し
て
お

り
、
ダ
ニ
が
付
き
に
く
く
な
る
ほ

か
、防
虫
剤
な
ど
も
効
果
的
で
す
。

時
６
月
３
日
（
水
）・
24
日
（
水
）������

　
午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

　
（
診
察
は
午
後
２
時
か
ら
）

場
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

対
生
後
１
歳
に
至
る
（
１
歳
の
誕�

　
生
日
の
前
日
）
ま
で
の
乳
児

備
標
準
的
な
接
種
時
期
は
生
後
5

　
～
８
か
月
で
す
。
そ
の
間
に
接

　
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
発
熱
し
て
い
る
、
急
性
疾
患
に

　
か
か
っ
て
い
る
、
予
防
接
種
や

　
外
傷
な
ど
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド
が

　
あ
る
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

　
と
が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
場

　
合
は
、
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

持
母
子
健
康
手
帳

注
ほ
か
の
予
防
接
種
を
接
種
途
中

　
の
人
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相

　
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
２
２
１
７

　
特
定
の
年
齢
（
表
１
・
2
）
の

人
に
、
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
、
６
月
上
旬
ご
ろ
に
発
送
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
表
３
に
該
当
す
る
年
齢

の
人
で
、
過
去
５
年
度
に
一
度
も

市
の
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
、
乳

が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

に
も
、
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
発
送
予
定
で
す
（
今
年
度
以

前
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
使
え
ま

せ
ん
）。

　
６
月
か
ら
開
始
す
る
市
民
総
合

（
特
定
）
健
康
診
査
と
同
時
に
受

診
で
き
る
検
診
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
乳
が
ん
検
診
は
、
視
触

診
検
査
を
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
で

受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
個
別
通
知
に
同
封

し
た
案
内
文
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
２
２
１
７

　
全
国
の
商
業
を
営
む
事
業
所
の

事
業
活
動
の
動
向
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
毎
月
の
月
末
現
在
を
基

準
日
と
し
て
「
平
成
2７
年
度
商
業

動
態
統
計
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
経
済
産
業
省
が
実
施

す
る
基
幹
統
計
で
、
景
気
動
向
を

把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
指
標
と

し
て
各
方
面
で
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
、
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

問
題
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

7�

０
１
２
０
・
０ぜ

ろ
ぜ
ろ
な
な
の

０
７
・

１ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０
（
全
国
共
通
）

開
設
期
間　
▽
６
月
22
日（
月
）

～
2６
日
（
金
）
午
前
８
時
３０
分

～
午
後
７
時

▽
６
月
2７
日（
土
）・
2８
日（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

備
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

問
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

℡�

０
６
・
６
９
４
２
・
９
４
９
６

　
調
査
対
象
事
業
所
に
は
、
７
月

上
旬
ご
ろ
か
ら
、
知
事
が
任
命
し

た
統
計
調
査
員
が
順
次
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
府
総
務
部
統
計
課
・
工
業
・
動

　
態
グ
ル
ー
プ

℡�

０
６
・
６
２
１
０
・
９
２
０
９

野山に入る人へ

マダニに
注意しましょう

急
患
の
と
き
は

●休日応急診療所
　場�大宮通1－13－7、市民保健センター内
▽内科・小児科　℡０６－６９９８－９９７０
土曜日……18：00～20：30
　日・祝日…10：00～12：00、13：30～16：30、
　　　　　18：00～20：30

▽歯科　　　　　℡０６－６９９８－９９４５
　日・祝日…10：00～11：30、13：00～16：30

●北河内夜間救急センター
　場�枚方市禁野本町2－13－13
　　枚方市立保健センター４階
▽小児科　℡０７２－８４０－７５５５
毎日…20：30～翌日5：30
備診療は21：00～翌日6：00
注�健康保険証を持参。
　往診はいたしません

く
ら
し
の
お
知
ら
せ

「
平
成
27
年
度
商
業
動
態
統
計
調
査
」を
実
施

表1　大腸がん検診無料クーポン券対象者 表2　子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券対象者

表3　子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券対象者
＜子宮頸がん検診＞

＜子宮頸がん検診＞

＜乳がん検診＞

＜乳がん検診＞

全
国
一
斉 

子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番 

強
化
週
間

潜伏期間 症　　　　状

SFTS 6 日～ 14日
発熱、消化器症状、全身けん怠感
など

日本紅斑熱 2日�～�8 日 発熱、頭痛、全身けん怠感など

ツツガムシ病 5日～ 14日 発熱、ダニの刺し口、発しんなど

Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
防
接
種

生年月日
昭和 49年 4月 2日～昭和 50年 4月 1日
昭和 44年 4月 2日～昭和 45年 4月 1日
昭和 39年 4月 2日～昭和 40年 4月 1日
昭和 34年 4月 2日～昭和 35年 4月 1日
昭和 29年 4月 2日～昭和 30年 4月 1日

生年月日
平成 6年 4月 2日～平成 7年 4月 1日

生年月日
昭和 49年 4月 2日～昭和 50年 4月 1日

がん検診
申し込み
受付中

がん検診推進事業
対象年齢の人に

無料クーポン券を送付
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くらしもりトピ

　
水
道
局
で
は
、
道
路
上
か
ら
水
道
メ
ー

タ
ー
ま
で
の
水
漏
れ
修
理
業
務
を
民
間
委
託

し
て
い
ま
す
。

　
現
場
作
業
を
行
う
委
託
業
者
は
、
水
道
局

が
発
行
し
た
身
分
証
明
証
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
提
示
を
求
め
て
く

だ
さ
い
。　

　
宅
内
の
水
漏
れ
修
理
は
、お
客
さ
ま
が「
市

指
定
工
事
業
者
」
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
修
理
の
対
応
が
可
能
な
市
指
定
工
事
業
者

は
、
水
道
局
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　HPhttp://w
w
w
.m
origuchi-suidou.jp

　
休
日
・
夜
間
の
緊
急
時
の
応
急
修
理
は
、

水
道
局
が
２４
時
間
体
制
で
受
け
付
け
ま
す
。

○
配
水
管
の
分
岐
か
ら
各
家
庭
の
蛇
口
ま
で
の

　
給
水
装
置
（
メ
ー
タ
ー
は
除
く
）
は
、
お
客

　
さ
ま
所
有
の
財
産
で
、
そ
の
維
持
管
理
は
、

　
お
客
さ
ま
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　○
道
路
上
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
（
共
同
住
宅
な

　
ど
の
場
合
は
、
親
メ
ー
タ
ー
）
ま
で
の
水
漏

　
れ
は
、水
道
局
が
費
用
負
担
し
修
理
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
人
為
的
な
破
損
、
止
水
栓
・
ボ
ッ

　
ク
ス
取
り
替
え
費
用
は
除
き
ま
す
。

○
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
水
漏
れ
は
、

　
最
寄
り
の
市
指
定
工
事
業
者
へ
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。
修
理
費
は
個
人
負
担
で
す
。

問
水
道
局
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

℡
０
６
・
６
９
９
１
・
６
７
７
７

　
雨
の
降
り
方
な
ど
に
注
意
を
払
っ
て
も
ら
う
た

め
、
雨
の
強
さ
と
降
り
方
や
ポ
ン
プ
運
転
調
整
の
内

容
、
防
災
情
報
と
し
て
関
係
機
関
の
連
絡
先
を
記
載

し
た「
豪
雨
に
対
す
る
心
構
え
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　
各
公
民
館
、
市
役
所
案
内
、
市
民
・
大
日
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

問
下
水
道
管
理
課
・
計
画
整
備
係

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
４
８

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
大
雨
時
の
浸
水
被
害
を
少
し
で

も
軽
減
す
る
た
め
、
下
水
道
へ
の

入
口
で
あ
る
「
雨
水
ま
す
（
写
真

１
）」
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
雨
水
ま
す
の
上
に
植
木
鉢
や
、

も
の
な
ど
を
置
か
な
い

○
ご
み
や
砂
な
ど
を
掃
き
こ
ま
な

い○
雨
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
込
む

よ
う
、
ふ
た
が
逆
向
き
で
な
い
か

を
確
認
す
る
（
写
真
２
）

　
ふ
た
が
逆
向
き
に
設
置
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
下
水
道
管
理
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
管
理
課
・
維
持
係

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
５
２

下
水
道
部
か
ら
の

お
願
い

道路敷道路敷

民有地民有地

水
漏
れ
修
理
業
務

宅
内
修
理
は
市
指
定
工
事
業
者
へ

水
漏
れ
緊
急
時
は
２４
時
間
体
制

修
理
費
用
の
区
分

　
以
前
、
浸
水
し
た
と
こ
ろ
や
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ

る
と
こ
ろ
の
皆
さ
ん
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ポ
ン
プ
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

　
必
要
な
人
は
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　注
貸
出
台
数
に
制
限
が
あ
り　

　
ま
す

問
下
水
道
管
理
課
・
維
持
係

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
５
２

フ
ァ
ミ
リ
ー
ポ
ン
プ
の
貸
出

　
市
に
お
け
る
地
域
課
題
の
解
決

や
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
事
業

に
つ
い
て
、
６
月
１５
日
（
月
）
ま

で
提
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
提
案
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
０

正しい設置（写真１）誤った位置（写真２）
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くらしもりトピ

　
核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど
、
世
の
中
は
大
き
く
変

化
し
、
永
代
供
養
墓
の
需
要
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
家
族
意
識
や
慣
習
に
対
す
る
考
え
方
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
虹
の
丘
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
（
需
要
）
に
お
応
え
で
き
る
お
墓
で
す
。

申
込
資
格

資
格
１　
守
口
、門
真
、大
東
、四
條
畷
市
民
の
人
、

　
　
　
　
飯
盛
霊
園
の
墓
所
使
用
者

資
格
２　
右
記
資
格
１
以
外
の
人
（
個
別
安
置
、
記

　
　
　
　
名
が
割
増
）

飯
盛
霊
園
だ
よ
り

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設
だ
よ
り
⑬

大
阪
府
都
市
計
画
公
聴
会

会　　計　　別 区　　　　　分 金　　　額（円）

一 般 会 計

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額
一 時 借 入 金
（繰替）国民健康保険事業会計へ　
（繰替）庁舎建設資金積立基金より
（繰替）愛のみのり基金より
差 引 残 額

52,143,319,617
53,690,441,019

△ 1,547,121,402
900,000,000

△ 340,000,000
654,564,868
511,864,506
179,307,972

特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額

3,924,805,306
3,165,116,563

759,688,743

特 別 会 計
国 民 健 康 保 険 事 業

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額
（繰替）一般会計より
（繰替）緑・花基金より
（繰替）減債基金より
（繰替）地域福祉推進基金より
（繰替）生涯学習援助基金より
（繰替）人材育成基金より
（繰替）学校教育施設整備基金より
差 引 残 額

14,901,013,613
16,099,362,583

△ 1,198,348,970
340,000,000
12,496,819
1,710,629
5,689,224
4,984,554

610,265,414
306,847,864
83,645,534

特 別 会 計
後 期 高 齢 者
医 療 事 業

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額

1,317,587,358
1,263,599,484

53,987,874

水 道 事 業 会 計

収　益　の　部
収 入
支 出
収 支 差 引 額

資　本　の　部
収 入
支 出
収 支 差 引 額

2,434,177,868
2,067,967,906

366,209,962

32,527,526
989,466,392

△ 956,938,866

　
市
の
例
月
出
納
検
査
は
、
平
成
２７

年
３
月
１２
日
～
２３
日
ま
で
、
伊
藤
正

伸
、
山
川
勇
一
、
津
嶋
恭
太
の
各
監

査
委
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
２７
年
２
月
末
日

に
お
け
る
各
会
計
の
収
支
は
左
表
の

と
お
り
で
あ
り
、
正
確
で
あ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

問
監
査
委
員
事
務
局

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
９
５

例
月
出
納
検
査
の
結
果

　
府
は
、
都
市
計
画
の
案
を
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
公
聴
会
を
開
催

し
ま
す
（
説
明
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

案
件

　
東
部
大
阪
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針
の

変
更

都
市
計
画
案
の
概
要
の
閲
覧

　
６
月
８
日（
月
）～
２２
日（
月
）

に
、
都
市
計
画
課
ま
た
は
府
都
市

整
備
部
都
市
計
画
室
計
画
推
進
課

で
閲
覧
可
能

時
６
月
３０
日
（
火
）
午
後
２
時

場
府
庁
別
館
７
階
会
議
室

　
申
６
月
８
日（
月
）～
２２
日（
月
）

　
に
、
公
述
希
望
者
は
公
述
申
出

　
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
（
必

　
着
）。
傍
聴
希
望
者
は
、
は
が

　
き（
Ｅ
メ
ー
ル
可
）で
、住
所
、

　
氏
名
、
電
話
番
号
、
公
聴
会
傍

　
聴
希
望
と
記
載
し
て
郵
送
（
必

　
着
）

　
備
公
述
申
出
書
は
、
府
都
市
整
備

　
部
都
市
計
画
室
計
画
推
進
課
で

　
配
布

　
申
・
問
府
都
市
整
備
部
都
市
計
画

　
室
計
画
推
進
課

　
（
〒
５
４
０

－

８
５
７
０
※
住

　
所
記
載
不
要
）

℡
０
６
・
６
９
４
４
・
６
７
８
１

keikakusuishin@
sbox.pr

　

ef.osaka.lg.jp

　
市
で
は
、
市
民
の
誰
も
が
気
軽

に
利
用
で
き
、
地
域
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
の
拠
点
と
な
る

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設
」

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
旧
藤
田
中
学
校
跡
地
に
整
備
を

予
定
し
て
い
る
東
部
エ
リ
ア
の
拠

点
施
設
に
つ
い
て
、
昨
年
実
施
し

た
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
の
意
見
を
踏
ま
え
た
基
本
設

計
・
実
施
設
計
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
本
施
設
は
平
成
２９
年
度
の
開
館

を
目
指
し
、
今
年
秋
ご
ろ
か
ら
建

設
工
事
を
開
始
予
定
で
す
。

　

施
設
整
備
の
進
ち
ょ
く
状
況

は
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
０

施設完成イメージ図

　
戦
後
７０
周
年
に
あ
た
り
、
国
が
改
め
て

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
し
て
弔
慰
の
意

を
表
す
た
め
、
特
別
弔
慰
金
を
支
給
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
回
（
第
８
回
・
第
９
回
）
市
で
請
求

し
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
月
中
旬
か

ら
順
次
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
所
定

の
受
付
場
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
対
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
平

　
成
２７
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い

　
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

　
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

　
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る
人

　
（
戦
没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が

　
い
な
い
人

支
給
の
優
先
順
位
・
人
数　
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人
に
支
給
。

　
①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

　
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

　
③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

　
兄
弟
姉
妹

注
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

　
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満

　
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番

　
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三
親
等

　
内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

　
注
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
、
引
き
続 

　
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

　
た
人
に
限
り
ま
す
。

内
額
面
２５
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

申
平
成
３０
年
４
月
２
日
（
月
）
ま
で

　
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー 

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
部
総
務
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
７
０

　
市
で
は
、
国
勢
調
査
員
を
次
の
要
領
で

募
集
し
て
い
ま
す
。
市
外
在
住
の
人
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
各
種
基
幹
統
計
調
査
も
行
っ
て

も
ら
う
登
録
調
査
員
も
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
登
録
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
○
原
則
２０
歳
以
上
で
守
口
市
内
で
の
調
査

　
活
動
が
可
能
な
人

○
調
査
で
知
っ
た
秘
密
を
守
る
こ
と
が
で

　
き
る
人

○
税
務
・
警
察
に
直
接
関
係
の
な
い
人

○
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
人

○
暴
力
団
員
そ
の
ほ
か
の
反
社
会
的
勢
力

　
に
該
当
し
な
い
人

募
集
人
員　
約
１５０
人

主
な
仕
事

○
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

　
○
受
け
持
ち
調
査
区
・
単
位
区
の
確
認
お

　
よ
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

○
対
象
世
帯
の
把
握
お
よ
び
調
査
票
の
配

　
布
・
回
収

○
調
査
票
提
出
確
認
状
の
配
布

○
調
査
票
未
提
出
世
帯
か
ら
の
回
収
お
よ

　
び
不
在
世
帯
な
ど
に
対
す
る
聞
き
取
り

　
調
査

調
査
期
間　
調
査
員
事
務
説
明
会
に
出
席

後
、
９
月
初
旬
～
１０
月
下
旬

調
査
件
数
お
よ
び
報
酬
（
予
定
）

　
○
１
調
査
区
担
当
（
約
５０
世
帯
）
約
３
万

　
９
千
円

　
○
２
調
査
区
担
当
（
約
１００
世
帯
）
約
７
万

　
３
千
円

調
査
員
の
身
分

　
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
と
な
り
、
調
査

活
動
中
の
事
故
な
ど
の
補
償
に
つ
い
て
は

「
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
」
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

注
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

申
込
場
所　
市
役
所
２
号
別
館
５
階
法
制

　
　
　
　
　
文
書
課

問
法
制
文
書
課
・
統
計
係

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
２
８

～
合
葬
墓「
虹
の
丘
」～

使
用
料
額

使用区分 資格1 資格2 備　考

合葬 50,000円 直接、合葬室に埋蔵します。

合葬+個別安置 100,000円 125,000円 
骨つぼに納めた状態で10
年間安置した後、合葬室
に埋蔵します。

合葬+記名 150,000円 200,000円 
虹の丘の記名板に氏名な
どを刻字し、直接合葬室
に埋蔵します。

合葬+個別安置+
記名 200,000円 275,000円 

虹の丘の記名板に氏名な
どを刻字し、骨つぼに納
めた状態で10年間安置し
た後、合葬室に埋蔵します。

第
１０
回
戦
没
者
等
の

遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

募集中

　備合葬墓「虹の丘」使用許可申請書（同組合、コミュニティ推進 
　課で配布）に必要書類を添えて、同組合に郵送または持参
申・問飯盛霊園組合（〒575－0012四條畷市大字下田原448
　土・日・祝日も受付可）　
　℡0743－78－1195

平
成
２７
年
国
勢
調
査
員

　
　
　
　
登
録
調
査
員
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くらしもりトピ

　
市
で
は
、
守
口
市
小
企
業
者
事
業
資
金
融
資
、
ま
た

は
大
阪
府
制
度
融
資
の
小
規
模
企
業
サ
ポ
ー
ト
資
金
・

開
業
サ
ポ
ー
ト
資
金
を
利
用
し
、
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
た
市
内
企
業
に
対
し
、
大
阪
信
用
保
証
協
会
に

払
い
込
ん
だ
信
用
保
証
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
補
給

し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
守
口
市
小
企
業
者
事
業
資
金
融
資
に
つ
い

て
は
、
融
資
額
３００
万
円
以
下
に
限
り
ま
す
。

　申・
問
地
域
振
興
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
９
０

　
自
転
車
を
運
転
中
に
相
手
が
飛
び
出
し
て
き
て
、
ヒ

ヤ
リ
と
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
市
内
の
自
転
車
に
よ
る
人
身
事
故
件
数
は
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー

を
使
用
し
た
り
、
傘
を
差
し
な
が
ら
の
走
行
は
、
事
故

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
自
転
車
は
軽
車
両
で
、
車
と
同
じ
車
両
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

　
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
、
日
ご

ろ
か
ら
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
守
口
警
察
署

℡
０
６
・
６
９
９
４
・
１
２
３
４

問
道
路
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
９
４

　
市
は
、
消
費
喚
起
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
的
に
、
１
万
円
で

１
万
２
千
円
分
の
お
買
い
物
が
で

き
る
「
も
り
か
ど
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
」を
今
夏
に
販
売
し
ま
す
。

　
購
入
方
法
な
ど
詳
細
は
、
広
報

も
り
ぐ
ち
７
月
号
に
掲
載
予
定
で

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

最
新
情
報
を
随
時
更
新
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
商
品
券
の
販
売
に
先
立
ち
、
商

品
券
が
利
用
で
き
る
取
扱
店
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

も
、
多
く
の
登
録
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
ま
た
は
守
口
門
真
商

工
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

対
守
口
・
門
真
市
内
の
店
舗

　申・
問
守
口
門
真
商
工
会
議
所　

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
窓
口

℡
０
６
・
６
９
０
９
・
３
３
０
３

HPhttp://w
w

w
.m

k-cci.jp

　
春
は
、
自
転
車
に
乗
っ
て
出
か

け
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

　
駅
周
辺
約
３００
ｍ
以
内
は
放
置
禁

止
区
域
で
す
。

　
自
転
車
な
ど
を
放
置
禁
止
区
域

に
止
め
る
と
、
歩
行
者
や
緊
急
車

両
の
通
行
の
妨
げ
に
な
る
ば
か
り

か
、街
の
美
観
が
損
な
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
放
置
自
転
車

な
ど
の
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
少
し
だ
け
な
ら
」
と
い
う
気

持
ち
で
は
な
く
、
自
転
車
は
自
転

車
駐
車
場
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

問
道
路
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
９
４

対
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
人

定
各
先
着
５０
人

　申 

６
月
８
日
（
月
）
か
ら

問
菊
水
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
７
６
２
２

　問
佐
太
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
０
６
・
６
９
０
１
・
５
７
４
８

保
管
期
間
　
移
送
の
告
示
日
か
ら

１
か
月

処
分
日
　
6
月
27
日
（
土
）

【
4
月
撤
去
分
】

　
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
早
急

に
放
置
自
転
車
大
日
保
管
所
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

℡ 

０
６・６
９
０
２・２
３
４
０

返
還
時
間
　
毎
日
午
前
１０
時
～

午
後
７
時

　
返
還
を
受
け
る
に
は
、住
所
、

氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の
、鍵
、

移
送
保
管
料
（
自
転
車
２
千
５００

円
、原
動
機
付
自
転
車
４
千
円
）

が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
移
送
日
の
前
日
ま

で
に
警
察
署
に
盗
難
届
が
提
出

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
免
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

問
道
路
課

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
９
３
、

１
６
９
４

保管中の
放置自転車を
お引き取り
ください

自転車の撤去は、
土・日・祝日も実施しています。

放置はやめましょう。

守
口
市
中
小
企
業
融
資

　
信
用
保
証
料
補
給
制
度

放
置
禁
止
区
域
に
は

自
転
車
を

止
め
な
い
で

も
り
か
ど

プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
販
売

～
商
品
券
の

　 

取
扱
店
募
集
中
～
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くらしもりトピ

用
紙
交
付

６
月
１５
日
（
月
）
か
ら

申
込
受
付

７
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
市
で
は
、
平
成
２７
年
度
市
営

住
宅
の
あ
き
家
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
戸
数

　○
２
Ｄ
Ｋ
住
宅　
４
戸

　○
３
Ｄ
Ｋ
住
宅　
６
戸

（
単
身
申
込
者
は
２
Ｄ
Ｋ
住
宅

に
限
る
。
住
宅
の
区
分
に
つ
い

て
は
表
１
参
照
）

資
格
　

　①
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る

人　　②
申
込
家
族
の
年
間
総
収
入
合

計
額
が
公
営
住
宅
入
居
基
準
に

あ
う
人
（
所
得
者
が
一
人
の
場

合
は
表
２
参
照
）　

③
同
居
親
族
が
あ
る
人
（
申
込

時
に
独
身
で
、
結
婚
予
定
の
人

は
そ
の
旨
の
証
明
書
を
添
付
）

　
た
だ
し
、次
の（
ア
）～（
コ
）

に
該
当
す
る
単
身
者
は
、
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。

（
ア
）
６０
歳
以
上
の
人
（
た
だ

し
、
経
過
措
置
と
し
て
、
昭
和

３１
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
も
含
む
）

（
イ
）
身
体
障
が
い
者
で
１
級

　　
　
～
４
級
の
人

　（
ウ
）
精
神
障
が
い
者
で
１
級

　
　
　
～
３
級
ま
で
の
人

（
エ
）
知
的
障
が
い
者

（
オ
）
戦
傷
病
者

（
カ
）
原
子
爆
弾
被
爆
者

（
キ
）
生
活
保
護
受
給
者

（
ク
）
海
外
か
ら
の
引
揚
者

　（
ケ
）
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入

　
　
　
所
者

　（
コ
）
Ｄ
Ｖ
被
害
者　

　④
申
込
者
本
人
が
市
内
在
住
・

職
の
人　

　⑤
家
賃
の
支
払
能
力
が
あ
る
人

⑥
申
込
者
本
人
お
よ
び
同
居
し

よ
う
と
す
る
人
が
暴
力
団

員
【
暴
力
団
員
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
３
年
法

律
第
７７
号
）
第
２
条
第
６

号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

を
い
う
】
で
な
い
こ
と

⑦
保
証
人
が
あ
る
人

用
紙
配
布
期
間

６
月
１５
日
（
月
）
～
７
月

１４
日
（
火
）

用
紙
配
布
場
所

市
役
所
案
内
、
市
民
・
大

日
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

申
込
期
間

7
月
１
日
（
水
）
～
１４
日

（
火
）（
郵
送
の
場
合
は
期
間

中
の
消
印
有
効
）

　注
申
し
込
み
に
は
住
民
票
の
写

　
し
な
ど
が
必
要

抽
せ
ん
日
・
場
所

　７
月
２８
日
（
火
）
午
後
１
時
３０

分
・
中
央
公
民
館　
第
三
会
議

室　
抽
せ
ん
に
よ
り
、
入
居
者
１０

人
の
決
定
お
よ
び
補
欠
者
１０
人

の
登
録
を
行
い
ま
す
。
補
欠
登

録
者
に
つ
い
て
は
、
入
居
当
せ

ん
者
の
辞
退
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
の
み
登
録
順
に
あ
っ
せ
ん
を

行
い
ま
す
。

申
・
問
建
築
課
・
住
宅
管
理
係

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
０
８

▽
相
談
内
容

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

を
名
乗
る
女
性
か
ら
「
あ
な
た
の

個
人
情
報
が
流
出
し
て
い
る
。
３

社
中
２
社
は
削
除
で
き
た
が
残
り

は
削
除
で
き
な
か
っ
た
。
削
除
す

る
た
め
に
代
理
人
を
立
て
る
必
要

が
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
連
絡
す

る
よ
う
に
」
と
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
。
事
実
を
確
認
し
た
い
。

▼
解
説

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公

的
機
関
や
公
的
機
関
と
勘
違
い
さ

せ
る
よ
う
な
名
称
を
か
た
り
「
あ

な
た
の
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い
る

の
で
、
削
除
し
て
あ
げ
る
」
と
い

う
話
を
持
ち
か
け
、
最
終
的
に
は

金
銭
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
手
口

と
思
わ
れ
ま
す
。
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
が
「
個
人
情
報
を
削
除
し
て

あ
げ
る
」
な
ど
と
電
話
を
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
て
も
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電

話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
水
道
局
か
ら
来
ま
し
た
」
と

言
っ
て
来
訪
し
、
水
道
水
の
点
検

を
し
た
後
、
浄
水
器
の
購
入
契
約

を
勧
め
る「
浄
水
器
の
点
検
商
法
」

や
、
以
前
購
入
し
た
消
火
器
の
中

身
の
交
換
を
勧
め
る
な
ど
の
「
消

火
器
の
点
検
商
法
」、
格
安
で
配

水
管
の
高
圧
洗
浄
な
ど
を
し
た
後

に
床
下
の
点
検
を
行
い
、
除
湿
剤

な
ど
の
契
約
を
勧
め
る
「
床
下
の

点
検
商
法
」
の
相
談
も
依
然
と
し

て
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。市
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
依
頼
が
な
い

限
り
、
直
接
家
庭
を
訪
問
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
見
知
ら
ぬ
人
の
来
訪
が
あ
っ
た

時
に
は
安
易
に
家
に
あ
げ
ず
に
、

少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
時
は
、

き
然
と
し
た
態
度
で
断
り
ま
し
ょ

う
。

　
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
利
用

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
相
談
内
容

　
Ａ
社
か
ら
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

販
売
会
社
Ｃ
社
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
届
い
て
い
な
い
か
。
あ
な
た

し
か
買
え
な
い
の
で
、
代
わ
り
に

買
っ
て
く
れ
た
ら
倍
額
で
買
い
取

る
」
と
勧
誘
の
電
話
が
あ
っ
た
。

　
数
日
後
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届

き
、
２００
万
円
分
購
入
し
た
。
し
か

し
、
買
い
取
っ
て
も
ら
え
な
い
ま

ま
Ａ
社
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ

た
こ
ろ
、
Ｂ
社
か
ら
「
１００
万
円
分

購
入
す
れ
ば
、
Ａ
社
の
分
も
一
緒

に
買
い
取
っ
て
あ
げ
る
」
と
電
話

が
あ
り
、
契
約
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
Ｂ
社
と
も
買
い
取
り
の
約

束
が
守
ら
れ
な
い
ま
ま
連
絡
が
取

れ
な
く
な
り
、
更
に
は
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
販
売
会
社
Ｃ
社
と
も
連

絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
お
金
を
返
し
て
ほ
し
い
。

▼
助
言

　
販
売
業
者
が
提
供
す
る
商
品
や

権
利
を
別
業
者
が
勧
誘
し
、
契
約

さ
せ
よ
う
と
す
る
「
劇
場
型
勧
誘

（
買
え
買
え
詐
欺
）」
に
関
す
る

相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
事
業

者
は
「
高
く
買
い
取
る
」
な
ど
と

言
っ
て
き
ま
す
が
、
実
際
に
買
い

取
り
な
ど
が
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
勧
誘
の

電
話
が
あ
っ
て
も
「
興
味
あ
り
ま

せ
ん
」「
お
断
り
し
ま
す
」と
き
っ

ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

▽
相
談
内
容

　
数
日
前
、
大
手
通
信
会
社
を
名

乗
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
変
更
す
れ

ば
、
月
々
の
料
金
が
安
く
な
る
と

電
話
で
勧
誘
が
あ
っ
た
。
プ
ロ
バ

イ
ダ
の
変
更
作
業
は
遠
隔
操
作
で

行
う
か
ら
と
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に

パ
ソ
コ
ン
を
起
動
さ
せ
た
。
操
作

は
数
分
で
終
わ
り
、
何
が
行
わ
れ

た
か
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
後

日
、
封
書
が
届
き
、
契
約
を
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
解
約
し

た
い
。

▼
解
説

　
最
近
「
承
諾
し
て
い
な
い
の
に

プ
ロ
バ
イ
ダ
の
契
約
を
申
し
込
ん

だ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
」
な
ど
、

遠
隔
操
作
に
よ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
契

約
の
ト
ラ
ブ
ル
が
複
数
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
な

ど
電
気
通
信
事
業
に
関
す
る
契
約

は
、
口
頭
の
合
意
の
み
で
契
約
が

有
効
に
成
立
し
ま
す
。
特
定
商
取

引
法
が
適
用
さ
れ
ず
、
電
話
で
勧

誘
さ
れ
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
が
使
え
ま
せ
ん
。　
　

　
勧
誘
を
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
了
承

せ
ず
、
契
約
内
容
や
利
用
料
金
、

解
約
条
件
な
ど
を
確
認
し
、
必
要

が
無
け
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
市
の
区
域
内
に
お
い
て
自
転
車
が
関

わ
る
人
身
事
故
件
数
の
割
合
が
３
割
に

達
し
、死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促

進
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
市
の
区
域
内
に
お
け
る
自
転

車
が
関
わ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
道
路
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
９
４

登
録
で
き
る
人

○
守
口
市
の
住
民
基
本
台
帳
、戸
籍
の
附

票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人（
５
年
以
内
に

除
か
れ
た
人
を
含
む
）

○
守
口
市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

（
除
か
れ
た
人
を
含
む
）

登
録
に
必
要
な
も
の

本
人
の
申
し
込
み
　
本
人
確
認
書
類
（
写

真
付
き
住
基
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な
ど
）

法
定
代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み　
法
定
代

理
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
戸

籍
謄
本
な
ど
）、
本
人
確
認
書
類

代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み
　
委
任
状
、
本

人
確
認
書
類

登
録
申
込
　
総
合
窓
口
課
（
１
号
別
館
１

階
）、
市
民
・
大
日
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

通
知
ま
で
の
流
れ

①
総
合
窓
口
課
（
１
号
別
館
１
階
）、
市

　
民
・
大
日
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
事
前

　
登
録
の
申
し
込
み

②
代
理
人
や
第
三
者
か
ら
住
民
票
の
写
し

　
な
ど
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
審
査
の

　
う
え
代
理
人
、
第
三
者
に
交
付

③
登
録
者（
本
人
）に
、
交
付
し
た
日
、
証

　
明
書
の
種
別
、
枚
数
、
請
求
者
の
種
別

　
を
記
載
し
た
通
知
書
を
郵
送

　注
通
知
を
受
け
た
人
の
う
ち
希
望
す
る
人

　
は
、
個
人
情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。

　問
総
合
窓
口
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
５

　
市
で
は
お
預
か
り
し
た
義
援
金

は
、
日
本
赤
十
字
社
大
阪
府
支
部

を
通
じ
て
被
災
地
へ
全
額
寄
附
し

て
い
ま
す
。

　
４
月
２０
日
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
の
総
額
は
３
千
８９
万
６
千

２５
円
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
義
援
金
の
受
け
付
け
を
、
平
成

２８
年
３
月
３１
日
（
木
）
ま
で
延
長

し
ま
し
た
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
９
６

問消費生活センター
相談専用電話
℡０６－６９９８－３６００
時９：３０～１６：３０
土・日・祝日の相談窓口
消費者ホットライン
℡０５７０－０６４－３７０
時１０：００～１６：００

市
営
住
宅
あ
き
家
入
居
者
を
募
集

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
～
東
日
本
大
震
災
義
援
金
～

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
的

機
関
を
か
た
る
電
話
に
注
意
！

劇
場
型
勧
誘（
買
え
買
え
詐
欺
）

　
　
　
　
　
　
に
気
を
つ
け
て

遠
隔
操
作
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
変
更

　
こ
れ
っ
て
契
約
成
立
で
す
か
？ 

点
検
商
法
に

　
　
　

 

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
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くらしもりトピ

　
６
月
１
日（
月
）～
７
日（
日
）は
、
水
道
週

間
で
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
基
盤
で
あ
る
「
水
道
水
」

は
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
良
質
な
水
が
出
る
の
が

当
た
り
前
の
時
代
で
す
。

　
市
水
道
局
で
は
、
良
質
な
水
を
各
家
庭
に

安
定
供
給
で
き
る
よ
う
、
地
震
に
強
い
水
道

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
更
に
水
道
に
つ
い
て

の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、「
い

つ
ま
で
も　

暮
ら
し
ま
も
る
よ　

も
り
の

水
」
を
テ
ー
マ
に
水
道
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

す
。

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時
６
月
７
日
（
日
）
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
市
浄
水
場
（
八
雲
北
町
３

－

３８

－

２９
）

　内
水
づ
く
り
見
学
会
、
水
道
な
ん
で
も
相
談

　
会
、
金
魚
つ
か
み
な
ど

　注
雨
天
の
場
合
は
、水
づ
く
り
工
場
見
学
会
、

　
水
道
な
ん
で
も
相
談
会
の
み
実
施

問
水
道
局
・
総
務
課

℡
０
６
・
６
９
９
１
･
６
７
７
４

○
推
進
標
語

「
無
事
故
へ
と　
気
持
ち
集
中　

は
っ
け
よ
い
」

　
消
防
署
で
は
、
毎
年
６
月
第
２

週
を
「
危
険
物
安
全
週
間
」
と
し

て
、
危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所

な
ど
の
立
入
検
査
や
訓
練
を
実
施

し
、
自
主
保
安
の
推
進
、
危
険
物

に
対
す
る
認
識
の
徹
底
と
事
故
の

防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
で
は
ガ
ソ
リ
ン
や

灯
油
、
天
ぷ
ら
油
を
は
じ
め
、
化

粧
品
や
各
種
ス
プ
レ
ー
に
も
危
険

物
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

  

こ
れ
ら
は
、
取
り
扱
い
を
誤
る

と
わ
ず
か
な
火
種
で
引
火
し
、
火

災
や
爆
発
な
ど
を
起
こ
す
危
険
が

あ
り
ま
す
。

  

危
険
物
を
取
り
扱
う
と
き
は
、

風
通
し
や
換
気
を
よ
く
す
る
と
と

も
に
、
火
気
の
近
く
で
は
絶
対
に

取
り
扱
わ
な
い
よ
う
に
し
、
危
険

物
に
よ
る
事
故
を
な
く
す
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
守
口
消
防
署

℡
０
６
・
６
９
９
３
・
０
１
１
９

　問
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防

　
本
部
予
防
課

℡
０
６
・
６
９
０
６
・
１
３
０
２

　
公
園
課
で
は
、
平
成
２５
年
度

に
作
成
し
た
「
公
園
施
設
長
寿

命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
老
朽

化
し
た
遊
具
を
更
新
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　
こ
の
た
び
の
金
田
公
園
は
、

愛
称
ロ
ボ
ッ
ト
公
園
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ロ

ボ
ッ
ト
型
の
複
合
遊
具
に
更
新

（
写
真
）、そ
の
ほ
か
５
公
園
・

７
基
の
遊
具
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、
楽

し
く
遊
べ
る
遊
具
の
更
新
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問
公
園
課
・
維
持
係

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
０
２

公
園
遊
具
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

リサイクル情報

時6月8日（月）９：３０～１５：００
　6月９日（火）９：３０～１２：００
問市消費生活リーダークラブ
   （市消費生活センター内）
℡０６－６９９２－１３３６

☆ゆずります
○掃除機（サイクロン式、スティック型、２回使用）
○シングルベッド
○洋服だんす
（１２０×１８０×６０cm、ベージュ色、木製）
○整理だんす（１２０×１８０×６０cm、茶色、木製）
○カウンターチェアー２脚（黒色、パイプ式）
○ＣＤラック
（１７０×２５×２５cm、黒色、プラスチック製）
注 申し込み多数の場合は9日（火）の受付終了

後にセンターで抽せんします。

★求めています
　○ワープロ　○卓上ミシン
注 リサイクル品の故障や破損に関するトラブル

については、責任を負いません。

登録受付・紹介のみ（品物はお預かりしていません）

献血に皆さんの
ご協力をお願いします

▽６月１４日（日）大久保小学校
　　　２１日（日）錦小学校
　１０：００～１３：００、１４：００～１５：３０
▽６月２７日（土）イオンモール大日
　１０：００～１２：００、１３：００～１６：３０
問危機管理課
℡ ０６－６９９２－１４９６

　
防
犯
カ
メ
ラ
を
新
た
に
設
置
す

る
市
域
内
の
自
治
会
な
ど
に
、
設

置
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　対
市
域
内
に
新
た
に
防
犯
カ
メ
ラ 

　
を
設
置
す
る
自
治
会
な
ど

注
個
人
や
事
業
者
は
対
象
外

交
付
対
象
と
な
る
費
用
　
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
時
に
要
す
る
費
用

　注
設
置
後
の
保
守
費
用
、
修
理
費

　
用
、
電
気
料
金
な
ど
の
維
持
管

　
理
費
用
は
、
自
治
会
な
ど
の
負

　
担
で
す
。

上
限
額
　
１
台
に
つ
き
４０
万
円

受
付
期
間
　
６
月
３０
日（
火
）ま
で

注
台
数
な
ど
に
限
り
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
希
望
し
て
も
補
助
の
対
象

　
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
危
機
管
理
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
９
６

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
お
よ
び
成

　
人
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺

　
蘇
生
法
な
ど

対
初
め
て
心
肺
蘇
生
を
学
ぶ
人

講
習
時
間
　
３
時
間

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　内
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容
に
加

　
え
、
実
技
・
筆
記
試
験
を
実
施

　対
大
勢
の
人
が
出
入
り
す
る
場
所

　
な
ど
に
勤
務
す
る
人
や
、
心
肺

　
停
止
者
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が

　
高
い
人

講
習
時
間
　
４
時
間

普
通
救
命
講
習
Ⅲ

内
新
生
児
、
乳
児
、
小
児
を
対
象

　
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど

　対
日
常
的
に
小
児
に
接
す
る
頻
度

　
が
高
い
人

講
習
時
間
　
３
時
間

救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
再
講
習

　内
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
の
指

　
導
要
領

　対
救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格

　
認
定
日
、
ま
た
は
再
講
習
最
終

　
受
講
日
か
ら
３
年
以
内
の
人

講
習
時
間
　
３
時
間

時
７
月
１８
日（
土
）午
前
９
時
３０
分

　場
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防

　
本
部（
門
真
市
殿
島
町
７

－

１
）

　定
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
、

　
救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
再
講

　
習
合
わ
せ
て
先
着
６０
人

￥
２００
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

申
・
問
６
月
１５
日
（
月
）
～
７
月

　
９
日
（
木
）
午
前
９
時
～
午
後

　
９
時
に
、
守
口
消
防
署

℡
０
６
・
６
９
９
３
・
０
１
１
９

申
・
問
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合 

　
消
防
本
部

℡
０
６
・
６
９
０
６
・
１
３
０
５

　注
救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
再
講

　
習
を
申
し
込
む
際
、
資
格
の
有

　
効
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

　
せ
ん
。
ま
た
、
駐
車
場
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
議
会
議
事
録

　
３
月
２６
日
、
守
口
市
門
真
市
消

防
組
合
議
会
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
平
成
２７
年
度
予
算
を
は
じ
め

４
件
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
録
は
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　問
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防

　
本
部
総
務
課

℡
０
６
・
６
９
０
６
・
１
１
２
３

　HPhttp://w
w

w
.m

kfd　

.jp/
１１9

市民救命士
講習

６月７日（日）～１３日（土）

危険物安全週間

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

補
助
金
交
付
自
治
会

　
　
　
な
ど
を
募
集

昨年の風景

水
道
フ
ェ
ア
を
開
催 

 

～
６
月
７
日（
日
）～
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くらしもりトピ

◆
府
内
の
街
頭
犯
罪

　
平
成
２６
年
中
の
街
頭
犯
罪
の
認

知
件
数
は
７
万
３
千
５３７
件
で
、

ひ
っ
た
く
り
に
つ
い
て
は
、
ピ
ー

ク
時
（
平
成
１２
年
）
と
比
較
し
て

約
８
分
の
１
ま
で
減
少
し
ま
し
た

（
数
値
は
確
定
値
）。

　
街
頭
犯
罪
と
は
、ひ
っ
た
く
り
、

路
上
強
盗
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
、
車

上
狙
い
、部
品
狙
い
、自
動
車
盗
、

自
転
車
盗
の
７
手
口
を
い
い
ま
す
。

「
ひ
っ
た
く
り
」
被
害
認
知
状
況

　
平
成
２６
年
中
、
府
下
で
１
千
２９４

件
発
生
し
ま
し
た
。

　
被
害
者
の
約
９
割
が
女
性
、
６０

歳
以
上
の
被
害
が
多
く
、
３０
歳
未

満
も
多
く
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
の
前
か
ご
か
ら
の
被
害

が
依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
平
成
２６
年
中
に
２６

件
発
生
し
ま
し
た
。

▽
「
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
」

　
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

▽
カ
バ
ン
を
車
道
と
反
対
側
に
持

　
ち
ま
し
ょ
う

▽
カ
バ
ン
を
持
っ
て
い
る
側
の
ス

　
ペ
ー
ス
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

「
車
上
狙
い
・
部
品
狙
い
」
被
害

認
知
状
況

　
平
成
２６
年
中
、
府
下
で
は
車
上

狙
い
が
１
万
３
千
６１７
件
、
部
品
狙

い
が
７
千
１０６
件
発
生
し
ま
し
た
。

　
短
時
間
の
駐
車
で
も
被
害
に
遭

う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
貴
重
品
が
な
く
て
も
、
車
内

の
も
の
が
被
害
に
遭
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
平
成
２６
年
中
に
車

上
狙
い
２３９
件
、
部
品
狙
い
９４
件
発

生
し
ま
し
た
。

▽
車
内
は
、
何
も
な
い
状
態
「
車

　
内
を
か
ら
っ
ぽ
」
に
し
ま
し
ょ

　
う

▽
警
報
装
置
や
カ
ー
ナ
ビ
・
ナ
ン

　
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
盗
難
防
止
、

　
ネ
ジ
を
取
り
付
け
る
な
ど
の
盗

　
難
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

▽
防
犯
灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
、

　
防
犯
設
備
の
整
っ
た
駐
車
場
に

　
停
め
ま
し
ょ
う

「
自
転
車
盗
」
被
害
認
知
状
況

　
平
成
２６
年
中
、
府
下
で
は
４
万

２
千
６２７
件
発
生
し
ま
し
た
。

　
自
転
車
盗
難
の
約
半
数
が
無
施

錠
で
被
害
に
遭
い
、
２０
歳
未
満
の

被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
平
成
２６
年
中
１
千

１１６
件
発
生
し
ま
し
た
。

▽
わ
ず
か
な
時
間
で
の
駐
輪
で

　
も
、
必
ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う

▽
防
犯
性
能
の
高
い
鍵
（
シ
リ
ン

　
ダ
ー
錠
な
ど
）
を
取
り
つ
け
ま

　
し
ょ
う

▽
自
転
車
を
路
上
に
放
置
す
る
こ

　
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

▽
ワ
イ
ヤ
ー
錠
に
よ
る
２
重
ロ
ッ

　
ク
な
ど
の
防
犯
対
策
を
し
ま

　
し
ょ
う

▽
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、
防

　
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

問
大
阪
府
自
転
車
商
防
犯
協
力

　
会

℡
０
６
・
６
６
２
９
・
０
７
５
０

HPhttp://w
w

w
.bouhank

　un.com
/

「
特
殊
詐
欺
」
被
害
認
知
状
況

　
特
殊
詐
欺
と
は
、
オ
レ
オ
レ

詐
欺
、
架
空
請
求
詐
欺
、
融
資

保
証
金
詐
欺
、
還
付
金
等
詐
欺
、

金
融
商
品
等
詐
欺
、
異
性
紹
介

詐
欺
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
情
報
詐
欺

な
ど
を
い
い
ま
す
。

　
平
成
２６
年
中
、
府
下
で
は
７９０

件
発
生
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
架
空
請
求
詐
欺
が
増

加
し
て
お
り
、
平
成
２６
年
中
で

２３６
件
（
前
年
比
１２０
件
増
）
発
生

し
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、
平
成
２６
年
中
に

１１
件
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
架
空
請
求
詐
欺
が
６
件
（
前

年
比
６
件
増
）を
占
め
て
い
ま
す
。

　
「
架
空
請
求
詐
欺
」

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
郵
便
・

携
帯
電
話
な
ど
を
利
用
し
て
、

不
特
定
多
数
の
人
に
対
し
未
払

い
料
金
が
あ
る
な
ど
架
空
の
事

実
を
口
実
と
し
た
料
金
を
請
求

し
て
、
現
金
を
預
金
口
座
に
振

り
込
ま
せ
た
り
、
レ
タ
ー
パ
ッ

ク
や
宅
配
便
な
ど
で
現
金
を
送

付
さ
せ
る
な
ど
の
手
口
に
よ
る

詐
欺
で
す
。

　
架
空
請
求
詐
欺
６０
歳
以
上
の

被
害
者
が
約
６
割
（
平
成
２６
年

中
５８
．９
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
還
付
金
等
詐
欺
」
が
急
増

　
今
年
に
入
っ
て
、
高
齢
者
な

ど
に
「
医
療
費
の
過
払
い
金
が

受
け
取
れ
る
」
な
ど
と
電
話
を

か
け
、
言
葉
巧
み
に
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
の

無
人
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
誘
導
し
、
犯

人
の
口
座
に
金
銭
を
振
り
込
ま

せ
る
「
還
付
金
等
詐
欺
」
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、
宅
配
便
で

現
金
送
れ
」は
全
て
詐
欺
で
す
！

問
危
機
管
理
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
９
６

安全なまち
大阪を
目指して

シリンダー錠

特
別
警
報
を

　 

実
施
し
て
い
ま
す

　
防
火
管
理
者
が
不
在
の
事
業
所

な
ど
は
、
管
理
・
監
督
的
な
立
場

の
人
が
受
講
し
、
資
格
を
取
得
し

て
く
だ
さ
い
。

　時
▽
６
月
２５
日
（
木
）
午
前
９
時

　
４０
分
～
午
後
５
時

　
▽
２６
日
（
金
）
午
前
９
時
４０
分

　
～
午
後
３
時
３０
分
（
２
日
間
と

　
も
受
講
が
必
要
）

場
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防

  

本
部（
門
真
市
殿
島
町
７

－

１
）

定
先
着
７６
人

￥
４
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　持
受
講
申
込
時
に
は
写
真
１
枚

　
（
縦
３０
×
横
２４
㎜
、
上
半
身
、  

脱
帽
、
無
背
景
）

　
講
習
会
の
詳
細
、
場
所
な
ど
は

同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

申
込
期
間
　
６
月
１
日
（
月
）
～

１２
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

申
・
問
守
口
消
防
署

℡
０
６
・
６
９
９
３
・
０
１
１
９

　申・
問
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合 

　
消
防
本
部
予
防
課

℡
０
６
・
６
９
０
６
・
１
３
０
２

　HPhttp://w
w

w
.m

kfd
.jp

１１９

　
気
象
庁
で
は
、
重
大
な
災
害
の

危
険
性
が
著
し
く
高
い
場
合
、
最

大
限
の
警
戒
を
呼
び
か
け
る
た
め

に
、
一
昨
年
８
月
３０
日
か
ら
新
た

に
「
特
別
警
報
」
を
発
表
し
て
い

ま
す
。

　
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場

合
、
お
住
ま
い
の
地
域
は
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
激
し
い
豪

雨
や
暴
風
、
大
津
波
な
ど
数
十
年

に
一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に

危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
屋
外

の
状
況
や
避
難
指
示
・
勧
告
な
ど

に
留
意
し
、
す
ぐ
に
避
難
所
へ
避

難
す
る
か
、
す
で
に
外
出
が
危
険

な
状
態
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
屋

内
の
比
較
的
安
全
な
場
所
に
と
ど

ま
る
な
ど
、
た
だ
ち
に
命
を
守
る

た
め
の
判
断
・
行
動
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

な
い
か
ら
と
い
っ
て
災
害
が
発
生

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
早
め
早
め
の
行
動
を
と
る

こ
と
が
、
あ
な
た
や
家
族
の
命
を

守
り
ま
す
。

　
特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　HPhttp://w
w

w
.jm

a.go.jp/

　

jm
a/kishou/know

/toku

　betsu-keiho/index.htm
l

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
の
特
別
警
報
・
警
報
・
注
意

報
の
詳
細
な
内
容
は
、
携
帯
電
話

か
ら
は
、

◎
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ

ン
タ
ー
携
帯
電
話
サ
イ
ト
の
守
口

市
の
気
象
警
報
・
注
意
報

　HPhttp://w
w

w
.jm

a.go.jp/

　

jp/bosaijoho/m
/w

arn/

　

area/１０６/３３１/27209.htm
l

◎
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
携
帯
電

話
サ
イ
ト
「
大
阪
府
の
気
象
警
報

・
注
意
報
（
大
阪
府
と
府
内
市
町

村
が
共
同
運
営
）」

HPhttp://w
w

w
-cds.osaka-

  bousai.net/m
obile/pref/

  M
obileW

arningJm
aD

eta
   il.htm

l

パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
、

◎
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
守
口

市
の
気
象
警
報
・
注
意
報
」

HPhttp://w
w

w
.jm

a.go.jp/

　jp/w
arn/2720900.htm

l

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
も
市

町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注
意
報

の
発
表
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

で
気
象
警
報
・
注
意
報
が
放
送
さ

れ
る
と
き
は
、
画
面
に
表
示
で
き

る
文
字
数
や
読
み
上
げ
可
能
な
文

章
の
範
囲
内
で
伝
え
る
た
め
、「
大

阪
府
」
あ
る
い
は
「
東
部
大
阪
」

と
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト

の
携
帯
電
話
向
け
防
災
情
報
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
登
録
す
る

と
、
守
口
市
の
特
別
警
報
・
警
報

な
ど
必
要
な
情
報
を
選
択
し
携
帯

電
話
で
メ
ー
ル
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

touroku@
osaka-bousai.

　

net

　注
な
お
、
登
録
料
は
無
料
、
メ
ー

　
ル
受
信
な
ど
に
係
る
通
信
料
は

　
自
己
負
担

問
大
阪
管
区
気
象
台
予
報
課

℡
０
６
・
６
９
４
９
・
６
３
０
３

▽
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
に
つ
い

て問
危
機
管
理
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
９
７

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習（資

格
取
得
）

重大な災害が発生する
おそれが著しく大きい
ときに発表

重大な災害が発生する
おそれがあるときに発表

災害が発生するおそれが
あるときに発表

特別警報

警　　報

注 意 報

大

小

災
害
の
危
険
性
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くらしもりトピ

　内
閣
府　
平
成
２７
年
度
男
女
共
同

参
画
週
間
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

～
地
域
力
×
女
性
力
＝

　
　
　
　
　
　
無
限
大
の
未
来
～

　
国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
の
目
的
や
基
本
理
念
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
男
女
共

同
参
画
週
間
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
互
い

を
尊
重
し
つ
つ
、
対
等
な
立
場
で

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
参
画
し
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向

け
、
今
年
度
は
右
記
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま

す
。

　
市
で
も
、
毎
年
こ
の
時
期
に
男

女
共
同
参
画
週
間
記
念
の
つ
ど
い

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

時
６
月
２７
日
（
土
）
午
前
１０
時

場
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
３
階
研
修
室

　内
講
演
会
「
仕
事
と
育
児
を
両
立

　
す
る
コ
ツ
〜
働
く
マ
マ
に
や
さ

　
し
い
社
会
を
め
ざ
し
て
〜
」

定
７２
人
（
要
整
理
券
）

　講
㈱
マ
ザ
ー
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役

　
社
長
・
上
田
理
恵
子
さ
ん

　保
０
歳
〜
就
学
前
ま
で
。
6
月
１９

　
日
（
金
）
ま
で
に
要
予
約

備
手
話
通
訳
あ
り

申
・
問
人
権
室

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
１
２

　
「
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
の
出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
。

家
族
の
職
業
を
言
っ
て
く
だ
さ

い
」「
お
父
さ
ん
（
お
母
さ
ん
）

が
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
ど
う
さ

れ
た
の
で
す
か
」「
尊
敬
す
る
人

物
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
就
職
の
面
接
で
、
こ
ん
な
こ
と

を
聞
い
た
、
あ
る
い
は
聞
か
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
面
接
で
こ
の
よ
う
な
質
問
を
す

る
こ
と
は
、
本
人
の
責
任
の
な
い

事
項
や
本
来
自
由
で
あ
る
べ
き
事

項
で
応
募
者
を
判
断
す
る
こ
と
に

な
り
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
採
用
選
考
は
、
応
募
者
の
基
本

的
人
権
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

応
募
者
本
人
の
適
性
・
能
力
に
基

づ
き
、
そ
の
人
の
資
質
や
長
所
を

見
い
だ
す
こ
と
を
通
じ
て
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
、
応
募
者
よ
り
提
出
さ
れ
た

履
歴
書
な
ど
の
取
り
扱
い
に
当

た
っ
て
は
、
個
人
の
権
利
・
利
益

を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
府
で
は
、
本
年
も
６
月
を
「
就

職
差
別
撤
廃
月
間
」
と
定
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
応
募
者
の
基
本
的
人
権
を
尊
重

し
、
就
職
の
機
会
均
等
を
保
障
す

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

就
職
差
別
１１０
番
事
業

　
左
記
の
期
間
、
電
話
に
よ
る
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

設
置
期
間
　
６
月
１７
日（
水
）〜
１９

日（
金
）午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

℡
０
６
・
６
２
１
０
・
９
５
１
８

　
ま
た
、
６
月
中
は
メ
ー
ル
に
よ

る
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　rosei-g　

@
sbox.pref.osa

　

ka.lg.jp

問
府
商
工
労
働
部
雇
用
推
進
室

℡
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１

問
人
権
室

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
１
２

　注
健
康
状
態
や
体
力
に
よ
っ
て
は

　
適
さ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

　
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
し
て
く

　
だ
さ
い
。

　申
所
定
の
用
紙
で
参
加
費
を
添
え

　
て
、
市
民
体
育
館

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
８
２
０
１

　
４
月
２６
日
（
日
）
に
守
口
市
議

会
議
員
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
８
４

市
民
体
育
館
各
種
教
室

参
加
者

募
集

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
２３
日（
火
）～
２９
日（
月
）

  ６月は
「就職差別
　撤廃月間」

働くのは私！私自身
を見てください

～しない
　 させない
　　 就職差別～

市
議
会
議
員
選
挙
報
告

０4

男
女
共
同
参
画
週
間

　
　
　
　
　
　
　
記
念
の
つ
ど
い
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もりトピ

　
ン
ス
ク
ウ
ェ
ア

内
▽
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
▽
展
示

　
①
地
球
温
暖
化
パ
ネ
ル

　
②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　
③
リ
サ
イ
ク
ル

　
④
ゴ
ミ
減
量
啓
発

　
⑤
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動

　
　
車

注
雨
天
中
止

問
環
境
政
策
課
・
政
策
係

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
０
８

環境・子育て 環境

　
平
成
２６
年
度
中
に
本
市
（
東
大

阪
地
域
）
で
発
令
さ
れ
た
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
は
、
予
報
２
回
、
注
意

報
１
回
で
し
た
。

ど
ん
な
時
に
発
生
す
る
の

▽
日
差
し
が
強
い
と
き

▽
気
温
が
高
い
と
き

▽
風
の
弱
い
日

に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
遠
く
の
山
や
建
物
が
い

つ
も
よ
り
見
え
に
く
い
な
ど
、
も

や
が
か
か
っ
た
よ
う
に
視
界
の
悪

い
日
に
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
予
報
や
注
意
報
な
ど
の
発
令
時

は
、
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
掲
示

板
や
旗
、
エ
フ
エ
ム
も
り
ぐ
ち
の

放
送
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

発
令
さ
れ
た
と
き
に
は

▽
野
外
で
の
激
し
い
運
動
は
さ
け

　
ま
し
ょ
う

▽
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
ど

　
が
痛
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
水

　
道
水
で
目
を
洗
っ
た
り
う
が
い

　
を
し
た
り
し
て
、
し
ば
ら
く
安

　

市
で
は
、
子
育
て
家
庭
が
赤

ち
ゃ
ん
連
れ
で
も
気
軽
に
安
心
し

て
外
出
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
登
録

を
募
集
し
ま
す
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
は
、
外

出
先
で
授
乳
や
お
む
つ
替
え
の
た

め
に
無
料
で
利
用
で
き
る
施
設
な

ど
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
施
設
が
登
録
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
子
育

て
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
登
録
の
要
件

○
登
録
い
た
だ
く
施
設　

　
守
口
市
内
の
商
業
施
設
、
医
療

機
関
な
ど

（
１
）
授
乳
を
す
る
場
所
に
壁
、

カ
ー
テ
ン
そ
の
ほ
か
外
部
か
ら
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
構
造
ま
た
は
設
備
を
有
す

る
こ
と

（
２
）
お
む
つ
の
交
換
を
す
る
場

所
に
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
お
む
つ

交
換
台
そ
の
ほ
か
こ
れ
ら
に
準
ず

る
設
備
を
有
す
る
こ
と

　
市
が
平
成
２６
年
度
に
行
っ
た
環

境
大
気
、
土
壌
環
境
、
水
質
環
境

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
調
査
結
果

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
い
ず
れ
も
環
境
基
準
を
下
回
っ

て
い
ま
し
た
。

問
環
境
政
策
課
・
政
策
係

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
０
８

○
登
録
方
法　

　
登
録
を
希
望
す
る
施
設
は
、
登

録
申
請
書
を
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
子
育
て
支
援
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
内
容
に
つ
い
て
登
録
基
準

を
満
た
す
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

登
録
し
ま
す
。

　
登
録
後
、「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

プ
レ
ー
ト
な
ど
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
施
設
の
出
入
り
口
や
利
用
者

の
目
に
付
き
や
す
い
場
所
に
掲
示

し
て
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

℡�

０
６
・
６
９
９
５
・
７
８
３
３

　
静
に
し
て
い
ま
し
ょ
う

 

お
願
い

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な
ど

が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
工
場
な

ど
で
燃
料
使
用
量
の
削
減
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
自
動
車
の

使
用
を
控
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

問
環
境
政
策
課
・
政
策
係

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
０
８

　
市
で
は
、
６
月
の
環
境
月
間
に

毎
年
環
境
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

そ
し
て
こ
の
地
球
を
よ
り
良
い
環

境
に
す
る
た
め
に
、
今
ま
で
の
暮

ら
し
を
見
直
し
、
今
後
に
つ
い
て

も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

時
６
月
３
日
（
水
）
午
後
１
時

　
～
３
時
３０
分

場
京
阪
守
口
市
駅
前
カ
ナ
デ
ィ
ア

　
６
月
は
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
強
調
月

間
で
す
。

　
ゴ
キ
ブ
リ
は
快
適
な
生
活
を
す

る
う
え
で
嫌
わ
れ
る
虫
で
、
繁
殖

期
の
こ
の
時
期
に
駆
除
す
る
事
が

大
切
で
す
。

　
ま
た
、
外
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ

た
め
地
域
ぐ
る
み
で
一
斉
に
駆
除

す
る
と
、
さ
ら
に
効
果
が
高
ま
り

ま
す
。

駆
除
方
法

▽
潜
ん
で
い
る
場
所
に
殺
虫
剤
を

　
噴
霧
し
た
り
、
筆
や
ハ
ケ
な
ど

　
で
幅
３
～
５
㎝
の
帯
状
に
ぬ
り

　
つ
け
る

▽
よ
く
見
か
け
る
場
所
に
ゴ
キ
ブ

　
リ
用
毒
え
さ
や
粘
着
シ
ー
ト
を

　
仕
掛
け
る

　
市
で
は
、
噴
霧
器
を
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
各
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
際
に

　
は
、「
使
用
上
の
注
意
」
を
よ

　
く
読
ん
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
・
美
化
衛
生
係

℡�
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
１
１

環
境
の
お
知
ら
せ

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

ゴ
キ
ブ
リ
を
駆
除
し
よ
う

子
育
て
の
お
知
ら
せ

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
登
録
施
設
の
募
集
！！

ダイオキシン類の環境調査結果

環境政策課からのお知らせ

～
平
成
２６
年
度
の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
令
状
況
～

～
繁
殖
期
の
今
が
効
果
的
～

６
月
は
環
境
月
間

～
環
境
フ
ェ
ア
を
開
催
～

　市内の大気汚染状況について、毎月１時間値の月平均濃度を「守口の大気」として毎月
広報もりぐちに掲載していましたが、近年市内の大気環境は改善傾向で推移していること
から、今後は１年間の環境基準の達成状況について毎年8月ごろにお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問環境政策課・政策係　℡ ０６－６９９２－１５０８

クリーンセンターダイオキシン類調査結果
　市のクリーンセンター、ごみ焼却施設からのダイオキ
シン類濃度は下表のとおりで、いずれも排出基準を下回っ
ていました。

問環境部クリーンセンター施設課　℡ 06－6991－3935

施設名 測定日 測定結果 排出基準

第 4号炉 平成 26年 10月 16日 0.0065 1��(H14.12.1�以降 )

施設名 測定日 測定結果 排出基準

第 4号炉 平成 26年 6月 28日 0.34 3��(H14.12.1�以降 )

施設名 測定日 測定結果 排出基準

第 4号炉 平成 26年 6月 30日 0.0075 3��(H14.12.1�以降 )

施設名 測定日 測定結果 排出基準

放流水 平成 26年 10月 16日 0.12 10 調査地点 試料採取日 調査結果 環境基準

梶第一公園 平成 26年 8月 21日 5.4 1,000

調査地点 試料採取日 調査結果 環境基準

古川大久保神田橋 平成 26年 8月 27日 0.35 1

1　排出ガス

2　集じん器灰（飛灰）

3　焼却灰

4　排水 ○土壌環境

○水質環境

○環境大気
（単位：ng-TEQ/N㎥）

（単位：ng-TEQ/g）

（単位：ng-TEQ/g）

（単位：pg-TEQ/L）

（単位：pg-TEQ/g）

（ 単位：pg-TEQ/L ）

（単位：pg-TEQ/㎥）

調  査  地  点 調 査 結 果
年間平均値

採 取 日 5/15 ～ 5/22 8/21 ～ 8/28 10/16 ～ 10/23 1/8 ～ 1/15

守�口�市�役�所�屋�上 0.015 0.016 0.018 0.018 0.017

府営守口錦通住宅屋上 0.072 0.022 0.025 0.022 0.035

環�境�基�準 0.6

ＴＥＱ：毒性等量。ダイオキシン類の量をダイオキシン類の中で最強の毒性
　　　  を有する 2,3,7,8 - 四塩化ジベンゾ - パラ - ジオキシンの量に換算し
　　　  た量として表していることを示す符号
Ｎ㎥（ノルマル立方メートル）：0℃、1 気圧時の 1㎥を表す単位
ｐｇ（ピコグラム）：1 兆分の 1 ｇを表す単位
ｎｇ（ナノグラム）：10 億分の 1 ｇを表す単位

用
　
語
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もりトピ

　
者
や
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

　
る
人
は
対
象
外
で
す
。

助
成
範
囲

　
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
入
院

お
よ
び
通
院
に
係
る
自
己
負
担
額

の
う
ち
、
１
医
療
機
関
あ
た
り
１

日
５００
円
（
月
２
日
限
度
）、
１
か

月
の
一
部
自
己
負
担
限
度
額
は
２

千
５００
円
で
す
。

受
診
方
法

　
健
康
保
険
証
に
子
ど
も
医
療
証

を
添
え
て
、
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
府
外
で
受
診
す
る
場
合

は
、
医
療
費
負
担
割
合
分
を
一
度

支
払
い
、
翌
月
以
降
に
子
ど
も
医

療
証
、
健
康
保
険
証
、
領
収
書
原

本
（
患
者
名
、
診
療
点
数
、
診
療

日
な
ど
記
載
の
も
の
）、印
か
ん
、

保
護
者
名
義
の
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
振
込
番
号
が
必
要
）
を
持

参
の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
返

金
し
ま
す
。

　
な
お
、
高
額
療
養
費
お
よ
び
家

族
療
養
附
加
金
に
該
当
す
る
場
合

は
、
助
成
額
を
調
整
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
決
定
通
知
書
が
必
要

で
す
。

問
子
育
て
支
援
課
・
支
援
係

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
４
７

　
現
在
児
童
手
当
を
受
け
取
っ
て

い
る
人
は
、「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
６
月
初
旬
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
申
請
（
郵
送
可
）
し
て
く
だ

さ
い
。

　

現
況
届
を
申
請
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
６
月
３０
日

（
火
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
（
郵
送
は
６
月
３０
日
（
火
）
ま

で
消
印
有
効
）。

　
中
学
校
卒
業
前
ま
で
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
で
、
ま
だ
児
童

手
当
を
申
請
し
て
い
な
い
場
合

は
、
早
急
に
「
児
童
手
当
認
定
請

求
書
」
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
支

給
と
な
り
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
・
支
援
係

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
４
７

　
平
成
２７
年
２
月
分
～
５
月
分
を

６
月
８
日
（
月
）
に
振
り
込
み
し

ま
す
。

　
転
出
な
ど
を
し
て
い
る
人
は
、

対
象
月
が
変
わ
り
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
・
支
援
係

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
４
７

子育て子育て・教育

　
市
で
は
、
所
得
制
限
を
４
月
１

日
か
ら
撤
廃
し
、
通
院
に
係
る
医

療
費
の
一
部
助
成
の
対
象
年
齢
を

中
学
校
卒
業
（
満
１５
歳
に
達
す
る

日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
３
月
末

日
）
ま
で
に
拡
充
し
ま
し
た
（
下

表
）。

　
現
在
、
乳
幼
児
医
療
証
（
有
効

期
限
６
月
３０
日
）
を
持
つ
子
ど
も

に
、
７
月
１
日
（
水
）
ま
で
に
送

付
し
ま
す
。

　
届
か
な
い
と
き
は
、
乳
幼
児
医

療
証
を
持
参
の
う
え
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

申
請
が
ま
だ
の
人

　
受
給
資
格
の
あ
る
子
ど
も
で
、

子
ど
も
医
療
証
の
交
付
申
請
を
し

て
い
な
い
人
は
、
健
康
保
険
証
を

持
参
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

注
平
成
２７
年
１
月
１
日
現
在
、
市

　
内
在
住
で
は
な
い
人
は
、
前
住

　
所
地
の
所
得
証
明
書
が
必
要
で

　
す
。

受
給
資
格

　
市
内
在
住
の
、
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
各
種
社
会
保
険
に
加
入
し

て
い
る
０
歳
～
中
学
校
卒
業
（
満

１５
歳
に
達
す
る
日
以
後
に
お
け
る

最
初
の
３
月
末
日
）
ま
で
の
子
ど

も
で
あ
る
こ
と

注
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
、
障
害
者

　
医
療
の
公
費
負
担
医
療
の
対
象

適
正
化
に
関
す
る
計
画
案
で
す
。

守
口
市
す
こ
や
か
幼
児
審
議
会
と

は
？

　

幼
児
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、
広
く
各
方
面
か
ら
意
見
を
聞

け
る
よ
う
、
市
議
会
議
員
や
学
識

経
験
者
、
公
募
に
よ
る
市
民
な
ど

で
組
織
さ
れ
る
審
議
会
で
す
。

問
こ
ど
も
政
策
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
６
５

　
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
集
約

化
に
関
す
る
基
本
計
画
案
の
審
議

を
行
う
「
第
１
回
守
口
市
す
こ
や

か
幼
児
審
議
会
」
の
会
議
を
、
６

月
に
開
催
予
定
で
す
。

　
会
議
の
日
程
や
会
場
、
傍
聴
な

　
公
立
保
育
所
で
は
、
就
学
前
の

児
童
と
保
護
者
を
対
象
に
、
毎
月

楽
し
い
あ
そ
び
や
絵
本
の
貸
し
出

し
、
子
育
て
相
談
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
各
保

育
所
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
保
育
・
幼
稚
園
課
・
保
育
係

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
６
１

　
平
成
２７
年
度
守
口
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
で
は
、
左
記
の
２
つ

の
議
題
に
つ
い
て
の
意
見
を
伺
う

予
定
で
す
。

　
会
議
の
日
程
や
会
場
、
傍
聴
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

①
地
域
型
保
育
事
業
の
認
可

②
特
定
教
育
・
保
育
施
設
お
よ
び

　
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
係
る

　
利
用
定
員
の
設
定

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
集
約
化

に
関
す
る
基
本
計
画
案
と
は
？

　
少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
行
な

ど
で
子
育
て
環
境
が
多
様
化
し
て

い
く
な
か
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー

ズ(

需
要)

に
対
応
し
て
い
く
た
め

策
定
し
よ
う
と
す
る
公
立
幼
稚
園
・

保
育
所
の
施
設
数
お
よ
び
規
模
の

備
特
定
教
育
・
保
育
施
設
と
は
、

　
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
、
公

　
立
幼
稚
園
な
ど
で
す
。

　
特
定
地
域
型
保
育
事
業
と
は
、

　
０
歳
～
２
歳
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

　
の
拡
充
を
図
る
た
め
認
可
さ
れ

　
た
、
小
規
模
保
育
事
業
や
事
業

　
所
内
保
育
事
業
な
ど
で
す
。

問
こ
ど
も
政
策
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
６
５

　
誰
も
が
い
く
つ
か
ら
で
も
、
い

つ
ま
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
、

市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
ゲ
ー
ム
や
大
会
形
式
で
指
導
し

ま
す
。

　
楽
し
み
な
が
ら
人
間
関
係
を
深

め
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

持
上
靴

問
市
教
委
・
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年

　
課

℡�

０
６
・
６
９
９
５
・
３
１
５
９

FAX�

０
６
・
６
９
９
８
・
０
３
４
５

教
育
の
お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

子
ど
も
医
療
証
を
送
付

児
童
手
当
現
況
届
は
６
月
中
に

守
口
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

第
１
回
守
口
市

す
こ
や
か
幼
児

審
議
会

（3月 31日まで）
乳幼児医療費助成制度

（4月 1日から）
子ども医療費助成制度

通院 小学校就学前まで

中学校卒業まで
入院

中学校卒業まで
入院中の食事代
医療証の交付 小学校就学前まで
所得制限 あり なし

請求手続期間 申請月から過去 1年 申請月から過去5年
（平成27年4月診療分から）

対象児童（中学校卒業まで） 金額（月額）

3歳未満 15,000円

3歳以上 10,000円

第3子以降（3歳～12歳） 15,000円

中学生 10,000円

支給金額

支給日

備�所得制限超の世帯の児童は一律5,000円です。

備�振込日は各振込月の8日です。
　土・日・祝日の場合は、前日の平日が振込日です。

振込月 内訳

��6 月 ��2月～5月（4か月分）

10月 ��6月～9月（4か月分）

�2 月 10月～1月（4か月分）

児
童
手
当
の

振
込
日
は

６
月
８
日（
月
）

保育所名 電話番号 所在地 6月 7月

あおぞら 06 ─ 6992 ─ 1674 寺方元町 4 ─ 1 ─ 8 23日（火）
感触遊び

15日（水）
夏の遊び

北寺方 06 ─ 6998 ─ 7424 寺方本通 1 ─ 3 ─ 4 25日（木）
園庭開放

16日（木）
感触遊び

大宮 06 ─ 6996 ─ 2070 大宮通 3 ─ 13 ─ 7 � 3日（水）
園庭開放

� 1日（水）
水遊び

八雲東 06 ─ 6909 ─ 3344 八雲東町 2 ─ 39 ─ 13 17日（水）
感触遊び

15日（水）
夏の遊び

外島 06 ─ 6997 ─ 0484 外島町 2 ─ 48 18日（木）
年齢別交流

14日（火）
夏の遊び

西 06 ─ 6991 ─ 2901 八雲西町 2 ─ 27 ─ 9 24日（水）
園庭開放

9日(木）
夏の遊び

佐太 06 ─ 6902 ─ 1160 佐太中町 4 ─ 1 ─ 39 23日（火）
感触遊び

14日（火）
夏の遊び

金田 06 ─ 6902 ─ 1170 金田町 2 ─ 45 ─ 21 23日（火）
感触遊び

15日（水）
水遊び

梶 06 ─ 6902 ─ 0383 梶町 2 ─ 21 ─ 14 11日（木）
室内遊び

16日（木）
夏の遊び

大久保 06 ─ 6902 ─ 1400 大久保町 1 ─ 24 ─ 7 17日（水）
年齢別交流

23日（木）
水遊び

藤田 06 ─ 6903 ─ 8406 藤田町 4 ─ 27 ─ 21 24日（水）
園庭開放

22日（水）
水遊び

子
育
て
支
援
交
流
活
動

～
公
立
保
育
所
で
実
施
～

皆さんの参加をお待ちしております
対 �就学前の子(０歳～６歳）とその保護者
持 �タオル、着替え、水筒、帽子など
備 �動きやすい服装でお越しください。
時 �9:4５～１１:１５ごろまで
注 �事前予約・受付・遊びなどは各保育所に問い合わせください。

絵本の貸し出しもあるよ

場　所 日　程 内　容

守口・土居地区体育館 6月14日（日）
13：00～16：00

シャフルボード
スリータッチボール
チャレンジ・ザ・ゲーム
ノルディックウォーク
卓球

八雲東地区体育館 ６月14日（日）
9：30～12：00

シャフルボード
室内ペタンク
スリータッチボール
ラダーゲッター

錦 地 区 体 育 館 ６月27日（土）
9：30～12：00

シャフルボード大会
室内ペタンク

佐太小学校　体育館 ６月６日（土）
9：30～12：00

室内ペタンク
ノルディックウォーク
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もりトピ

時
７
月
２４
日(

金)

午
後
６
時
３０
分

　
開
演

場
大
阪
国
際
大
学
守
口
キ
ャ
ン
パ

　
ス
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

定
３５０
人(

応
募
多
数
の
場
合
は
抽

　
せ
ん)

申
・
問
７
月
３
日(

金)(

当
日
消
印

　
有
効)

ま
で
に
、
は
が
き
に
氏

　
名(

ふ
り
が
な)

、
年
齢
、
郵
便
番

　
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
同
伴

　
者
氏
名(

１
人
ま
で)

と
年
齢
を

　
記
入
し
、
〒
５７０
―
8
5
5
5
藤

　
田
町
６
―
２１
―
５７
大
阪
国
際
学

　

園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務
局

　
ま
た
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
の
申
込
可

℡�

０
６
・
６
９
０
７
・
４
３
２
５

HP�http://w
w
w
.oiei.jp/

教育 教育

　
児
童
・
生
徒
の
学
習
意
欲
と
学

力
の
向
上
、
家
庭
学
習
習
慣
の
確

立
と
学
習
時
間
の
確
保
や
自
学
自

習
力
の
育
成
を
図
る
た
め
、
小
・

中
学
校
に
お
い
て
放
課
後
学
習
教

室
を
中
心
に
学
習
支
援
活
動
を
行

う
、
守
口
市
学
習
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
習
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
次

の
活
動
を
行
い
ま
す
。

①
放
課
後
学
習
教
室
に
お
け
る
児

　
童
・
生
徒
へ
の
学
習
支
援
活
動

②
国
語
、
算
数
・
数
学
、
外
国
語

　
活
動
・
外
国
語
の
授
業
に
お
け

　
る
児
童
・
生
徒
へ
の
学
習
支
援

　
平
成
２８
年
度
に
使
用
す
る
教
科

書
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
展
示
は
次
の
と
お
り
で

す
。

時
６
月
８
日(

月)

～
７
月
８
日

　

(

水)

午
前
９
時
～
午
後
５
時
３０

　
分
（
土
・
日
を
除
く
）

場
・
問
市
教
育
セ
ン
タ
ー

　
（
京
阪
本
通
２
―
１４
―
１３
）

℡�

０
６
・
６
９
９
７
・
０
７
０
３

　
ム
ー
ブ
２１
の
受
電
設
備
の
定
期

点
検
を
行
い
ま
す
。
点
検
中
、
施

設
が
停
電
と
な
る
た
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
蔵
書
検

索
・
予
約
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び
パ

ス
ワ
ー
ド
の
登
録
な
ど
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

時
６
月
１５
日
（
月
）
午
前
９
時
～

　
午
後
７
時

問
市
教
委
・
生
涯
学
習
課

℡�

０
６
・
６
９
９
５
・
３
１
５
８

　
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
、

子
ど
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
、
男
女
混
合
（
男
子
・
女
子
が

１
人
以
上
含
ま
れ
て
い
る
１
チ
ー

ム
１０
人
以
上
２０
人
以
内
）
で
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
７
月
５
日（
日
）午
前
８
時
３０
分

場
市
民
体
育
館

定
先
着
２４
チ
ー
ム

申
・
問
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
市

　
教
委
・
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
課

℡�

０
６
・
６
９
９
５
・
３
１
５
９

FAX�

０
６
・
６
９
９
８
・
０
３
４
５

備
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙

　
は
各
公
民
館
、
市
民
体
育
館
、

　
市
民
球
場
に
あ
り
ま
す
。

時
７
月
４
日
（
土
）
午
前
１０
時

　
～
午
後
２
時

場
大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

内
講
演
会
「
地
域
で
育
つ
子
ど

　
も
た
ち
～
東
・
大
久
保
小
学

　
校
の
統
合
校
へ
地
域
の
心
を

　
つ
な
げ
よ
う
～
」

　
午
後
１
時
～
２
時

講
勝
山
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー

　
ム
所
長
・
家
族
療
法
家
・

　
川か

わ
も
と本
俊し

ゅ
ん

英え
い

氏

▽
親
子
料
理
教
室

▽
子
ど
も
料
理
教
室

▽
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

▽
作
品
展
示
・
発
表

　
（
東
小
・
大
久
保
小
）

▽
吹
奏
楽
演
奏
（
大
久
保
中
）

問
大
久
保
中
学
校
校
区
学
校
支

　
援
地
域
本
部
・
連
携
推
進
協

　
議
会

℡�

０
６
・
６
９
０
１
・
５
４
２
５

（
東
小
学
校
）

　
活
動

③
そ
の
ほ
か
、
市
教
育
委
員
会
が

　
必
要
と
認
め
る
活
動

　
児
童
・
生
徒
の
学
習
支
援
を
し

て
い
た
だ
け
る
人
は
、
ぜ
ひ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

内
「
放
課
後
学
習
教
室
」
や
土
曜

　
日
・
長
期
休
業
中
の
「
学
習
教

　
室
」、
授
業
中
の
学
習
支
援
な

　
ど

場
市
立
小
・
中
学
校

謝
礼　

1
時
間
あ
た
り
１
千
円

（
源
泉
徴
収
あ
り
、交
通
費
含
む
）

問
市
教
委
・
学
校
教
育
課

℡�

０
６
・
６
９
９
５
・
３
１
５
１

　
市
で
は
、
現
在
、
東
小
学
校
・

大
久
保
小
学
校
統
合
校
建
設
の
設

計
に
あ
た
り
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
っ
て
設
計
者
を
選

定
し
て
い
ま
す
。

　
選
定
す
る
に
あ
た
り
、
守
口
市

学
校
建
設
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
設

計
者
選
定
審
査
委
員
会
の
中
で
、

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ

び
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
３
月
２２

日
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
る
設
計
者
選
定
の
二
次
審
査

（
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
を
実
施
し
、

㈱
大
建
設
計
大
阪
事
務
所
を
最
優

秀
者
に
選
定
し
契
約
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り

良
い
教
育
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ま
た
地
域
の
拠
点
と

し
て
親
し
ま
れ
る
学
校
と
な
る
よ

う
、
設
計
者
と
共
に
設
計
を
進
め

時
６
月
２０
日
（
土
）
午
前
１０
時

　
（
受
付
は
午
前
９
時
３０
分
か
ら
）

場
東
公
民
館
２
階
講
義
室

内
技
術
提
案
書
に
基
づ
く
説
明
と

　
審
査
委
員
会
か
ら
の
質
問
に
対

　
す
る
回
答

　

詳
し
く
は
、
市
教
委
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
市
教
委
・
学
校
管
理
課

℡�

０
６
・
６
９
９
８
・
３
３
３
８

HP�http://w
w
w
.kyoiku-m

ori

　

guchi.jp/section_gakkou

　

kanri.htm
l

て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
教
委
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
教
委
・
学
校
管
理
課

℡�

０
６
・
６
９
９
８
・
３
３
３
８

HP�http://w
w
w
.kyoiku-m

ori

　

guchi.jp/section_gakkou

　

kanri.htm
l

　
「
守
口
市
美
術
展
覧
会
」
は
、

芸
術
の
発
展
と
市
民
の
皆
さ
ん
の

情
操
教
育
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

に
、
市
と
市
教
育
委
員
会
、
市
総

合
美
術
協
会
が
共
催
で
、
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

時
９
月
１０
日（
木
）～
１３
日（
日
）

場
ム
ー
ブ
２１

応
募
資
格　
１６
歳
以
上
の
人

募
集
作
品
・
大
き
さ
な
ど

▽
日
本
画
の
部
・
洋
画
の
部
＝
１０

　
号
～
５０
号
、
額
装
で
つ
り
金

　
具
・
ひ
も
付
（
版
画
は
サ
イ
ズ

　
制
限
な
し
）

▽
彫
刻
の
部
＝
台
置
（
４１
×
４７
㎝

　
の
台
に
の
る
物
）、
床
置
（
５０

　
×
５０
㎝
以
内
、
簡
単
に
倒
れ
な

　
い
物
）

▽
工
芸
の
部
＝
平
面
作
品
は
１５０
×

　
１５０
㎝
以
内
、
立
体
作
品
は
一
辺

　
が
７０
㎝
以
内

▽
書
道
の
部
＝
仕
上
が
り
寸
法

　
１
．
１０
㎡（
１２
平
方
尺
）以
内
、

　
横
１８１
㎝（
６
尺
）以
内
。
額
装
・

　
枠
張
り
に
限
る（
臨
書
、短
冊
、

　
色
紙
作
品
は
不
可
）

▽
写
真
の
部
＝
四
つ
切
以
上
全
紙

　
額
ま
で
の
サ
イ
ズ
に
収
め
、
い

　
ず
れ
も
パ
ネ
ル
ま
た
は
額
装
で

　
つ
り
金
具
・
ひ
も
付
（
ガ
ラ

　
ス
・
ア
ク
リ
ル
は
不
可
）

出
品
点
数　
各
部
１
人
２
点
ま
で

実
施
要
項　
６
月
下
旬
か
ら
、
市

内
公
共
施
設
に
設
置

搬
入
日
時　
９
月
５
日
（
土
）
午

前
１０
時
～
午
後
６
時
、６
日（
日
）

午
前
１０
時
～
正
午

搬
入
場
所　
ム
ー
ブ
２１

申
作
品
搬
入
時
に
申
込
書
（
出
品

　
目
録
・
結
果
通
知
は
が
き
）
を

　
記
入
の
う
え
、
提
出

問
市
教
委
・
生
涯
学
習
課

℡�

０
６
・
６
９
９
５
・
３
１
５
８

注
応
募
作
品
の
結
果
通
知
は
が
き

　
に
は
、
必
ず
５２
円
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昨年の風景

　６月号の「頭脳体操」は申し訳ありませんが、
誌面の都合で休載します。

「頭脳体操」おやすみします
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中 央 公 民 館
☎０６－６９９１－０３１８

◆ママカフェ
内トークテーマ「子どもの自立と
　親が手をひく勇気」
時６月９日（火）午前１０時
対 �幼稚園児、小学生の子を持つママ
定先着１０人　申受付中
◆おとなのためのフォークダンス
初心者教室
内世界のフォークダンス（民踊）
　を初歩から習います
時６月９日・１６日・３０日（火）
　午後１時３０分
講 �日本フォークダンス連盟公認指
導者・市村香代子氏

定先着１５人　申受付中
◆絵本とおはなしの広場
内絵本「おいしいおと」ほか
時６月１８日（木）午前１０時３０分
対１歳からの子と保護者
講 �おはなしサークル「ひなたぼっこ」
定先着２０組　申受付中
備当日参加も可
◆あそぼう広場「おもちゃライブラ
リー～楽しく遊んで育つ『木のおも
ちゃ』の魅力を体験してみよう～」
内「キッズいわき・はぷ」の乳幼
　児用オモチャ、ままごと遊び、
　積み木などで実際に遊びます
時６月２３日（火）午前１０時
対１０か月からの子と保護者
定先着５０組　申受付中
◆ＩＴサポートセンター「パソコ
ン初心者の指導・操作相談（入門
程度）」
時６月２６日（金）午後１時３０分
講 �サークルITボランティア・ネッ
ト

定先着１０人　申受付中

◆「暮らしの経済講座」
内 �「日本経済や金融市場の今を知

る」ほか
時６月３０日（火）午後１時３０分
講 �NPO法人エイプロシス證券カウ
ンセラー・竹中悦治氏

定 �先着４０人
申 �６月２日（火）から

庭 窪 公 民 館
☎０６－６９０2－０5８０

◆庭窪公民館活動推進委員会企画
講座「認知症サポーター養成講座
～認知症を知り、より良い介助の
方法を学びませんか？～」
時 �６月２７日（土）午後１時３０分
講 �認知症キャラバンメイト・松村
薫氏、守口第２地域包括支援セ
ンター

定先着２０人
申６月２日（火）から

庭 窪 公 民 館 分 室
☎０６－６９０１－22００

◆金田地区福祉委員会・きんだあ
そびの広場
時６月５日（金）午前１０時
対０歳から就学前の子と保護者で
　自由参加

東 部 公 民 館
☎０６－６９０2－55００

◆大坂の陣４００年記念講演
時・内▽６月２５日（木）・第１回「豊
　臣秀吉の大坂城」
　▽７月９日（木）・第２回「秀頼時代
　の豊臣家と大坂の陣」
　いずれも午後１時３０分
講 �大阪城天守閣館長・北川央氏
定各先着４０人
申６月３日（水）から電話または来館

南 部 公 民 館
☎０６－６９９7－4１2０

◆南部公民館活動推進委員会
企画講座「江州・河内音頭＆寺方
提灯踊り講習会」
時６月２８日（日）午後１時
講 �寺方提灯踊り保存会指導員
定 �先着３０人

持 �体育館シューズ、タオル、うち
わ、飲み物

申 �６月２日（火）から
◆南部公民館活動推進委員会企画
講座「南部寄席」
時７月２日（木）午後１時３０分
講 �講談師・旭堂南青師
　落語家・笑福亭由瓶氏
定 �先着８０人
申 �６月２日（火）から
備 �演目は当日のお楽しみです
◆あそびの広場“フリー”　
時６月１１日（木）午前１０時
対０歳から就学前の子と保護者で
　自由参加
問子育て支援センター
℡０６－６９９５－７８３３

東 公 民 館
☎０６－６９０１－7１55

◆親子のあそび座＠ヒガシ
時 �６月１１日（木）午前１０時
対 �幼児と保護者
講 �子育て支援ボランティア東地区
福祉委員会

定先着３０組　備参加は当日受付
北 部 公 民 館

☎０６－６９０６－54００
◆北部公民館活動推進委員会企画
講座「ニュースポーツ講座～身体を
動かしコミュニケーション作り～」
時６月２１日（日）午前１０時
講市生涯スポーツディレクター
　吉永洋一氏ほか
定先着３０人　持上靴
申６月２日（火）から
備運動のできる服装で参加してく
　ださい
◆おはなしひろば
内絵本の読み聞かせ
時６月２６日（金）午前１０時３０分
対１歳からの子と保護者
講絵本の読み手サークル「わくわく」
定先着２０組　
申６月２日（火）から、当日参加も可

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
◆親子カーニバル「ゆかいなコン
サート」
時６月２３日（火）午前１０時
対０歳から就学前の子と保護者
定先着１５０組
申６月９日（火）午前９時から
◆あそびの広場“フリー”
時６月２９日（月）午前１０時
対０歳から就学前の子と保護者で
　自由参加
◆絵本の時間
時６月３日（水）・１０日（水）・１９日
　（金）・２５日（木）・３０日（火）
　午前１１時４５分から１０分程度
対０歳から就学前の子と保護者で
　自由参加
◆子育て講座「抱っこひもを使っ
て楽しくベビーダンス」
時６月１２日（金）午前１０時
場幼保連携型認定こども園土居ひ
　まわりこども園
対３か月～２歳の子と保護者
講日本ベビーダンス協会インスト
　ラクター・西上智恵氏
定先着１０組
申・問６月４日（木）午後１時３０分～
　２時３０分に、幼保連携型認定こ
　ども園土居ひまわりこども園
℡０６－６９９１－２４４１
◆子育て講座「総合災害訓練」
時６月２３日（火）午前１０時３０分
場認定こども園白鳩チルドレンセ
　ンター八雲中
対２歳から未就園児の子と保護者
定先着１５組
講守口消防署職員
申・問６月１日（月）～２２日（月）に、
　認定こども園白鳩チルドレンセ
　ンター八雲中
℡０６－６９０９－００６１
◆年齢別講座「１歳の育ちとあそび」
時７月７日（火）午前１０時
対７月７日現在１歳の子と保護者
定先着１５組

申６月２４日（水）午前９時から
児 童 セ ン タ ー
☎０６－６９０2－１００６

◆絵本の時間
時６月２５日（木）午前１０時３０分
対 �０歳児からの子と保護者
講 �絵本の読み手サークル「わくわ
く」

ム ー ブ 2 1
（生涯学習情報センター）
☎０６－６９０5－３９2１

◆定例おはなし会～絵本の読み聞
かせ・紙芝居～
時 �６月６日（土）・２０日（土）
　いずれも午後２時
備出演▽６日＝守口絵本の会
　▽２０日＝こまどり
◆土曜ステージ
時�・内 �▽６月６日（土）一部「歌とピ
　アノによるコンサート」フェリー
　チェ、二部「６月の庭園」オペ
　ラティックトリオ
　▽１３日（土）「ハートフルコン
　サート」関西演奏家クラブエ
　リーゼの会
　▽２７日（土）「みんなで歌お
　う」アーリーバード守口
　いずれも午後５時
◆守口チェンバーオーケストラ
　 ｗｉｔｈ川田知子（ヴァイオリン）
内プロオーケストラメンバーとソ
　リストが贈るモーツァルトの名
　曲
時 �６月２０日（土）午後３時
備 �出演＝岸本雅美氏、西本由香氏、
大渕雅子氏（ピアノ）、山本純子
氏（フルート）

￥ �前売２，５００円、当日２，８００円
申 �発売中
◆石﨑礼子・小泉渚　マリンバコ
ンサート
時 �６月７日（日）午後２時
￥ �前売・当日とも５００円（友の会
４００円）

申 �発売中

◆豪華３人によるピアノトリオ
時 �６月２１日（日）午後２時
￥前売１，２００円、当日１，５００円
申 �発売中
備 �出演＝川田知子氏（ヴァイオリ
ン）、岸本雅美氏（ピアノ）、上
森祥平氏（チェロ）

◆平成２７年度もりぐち市民大学
講座（前期）
時�・内 �▽６月１３日（土）「守口の誇
　る文化財」市教委・生涯学習
　課職員
　▽７月２５日（土）「江戸川乱歩ゆか
　りのトーク」作家・有栖川有栖
　氏、文化プランナー・河内厚郎氏
　▽８月２９日（土）「知って役立つ
　マネーの話」京都経済短期大学
　学長・岩田年浩氏
　▽９月１９日（土）「作曲家のラブ
　レター～名曲の裏にドラマあり
　～」ピアニスト・原田典子氏
　いずれも午後２時
￥全５回２，０００円、１回５００円
申受付中
◆第８回大日寄席～爆笑上方落語
会・桂米團治と上方笑女隊～
時６月２７日（土）午後２時
￥前売２，２００円、当日２，５００円
　（友の会は各２００円引）
備 �出演＝桂米團治氏、露の都氏、
桂あやめ氏、内海英華氏、桂三
扇氏、露の紫氏。全席指定。チ
ケット発売中

◆お詫びと訂正
　上記「大日寄席」の開催日が、
広報もりぐち５月号では６月２８日
（日）となっておりました。
　お詫びして訂正します。

子育て支援センター
（市民保健センター内）
☎０６－６９９5－7８３３

施設 施設

三 郷 公 民 館
☎０６－６９９2－８６１６
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ム ー ブ 2 1
（生涯学習情報センター）
☎０６－６９０5－3９21

◆サイレント映画・弁士×演奏付
上映会
時６月１４日（日）午後２時
￥前売１，５００円、６５歳以上１，３００
　円、中学生以下１，０００円
　当日各２００円増。友の会は各１
　００円引
備出演＝弁士・大森くみこ氏、演
　奏・深海無声團。上映作品「海
　底王キートン」（１９２４年米）

エナジーホール
（守口文化センター）
☎０６－６９９2－127６

◆エナジーピアノリレー「スタイ
ンウェイを弾こう」
内エナジーホールが誇る世界の名
　器“スタインウェイ”で、あなた
　も名ピアニストになりませんか
時８月２２日（土）午前１０時開演
定先着６０人程度
￥５分以内＝１，０００円
　１２分以内＝２，０００円
申６月５日（金）から同館（木曜日は
　休館。電話申込不可）
注応募資格は幼児以上。定員にな
　り次第締切
◆陶芸教室～初心者歓迎～
時火曜・水曜クラス各午後６時３０分
￥月額６，０００円（粘土代５００円別
　途必要）
注別途入会金が必要（友の会入会
　で免除）
備見学随時実施中
◆筝曲（そうきょく）教室～初心者
歓迎～
時毎週土曜日午後１時
講大阪音楽大学名誉教授・中島警
　子氏
￥月額７，０００円
注別途入会金が必要（友の会入会
　で免除）

備親子コース、小中学生コースも
　あり（２，０００円から）
備見学随時実施中
◆３０周年記念市民ピアノリレー
コンサート
時８月２３日（日）午前１０時３０分開
　演
対幼児以上の人
定先着６０人程度
￥市内在住・職・学の人は無料
申６月５日（金）から来館で
注木曜日は休館日
備演奏時間＝５分または１２分以内

花 図 か ん
☎０６－６９９4－００87

◆緑・花講習会「コケ玉つくり」
時６月１２日（金）午後１時３０分
講若月甲子氏
￥１，５００円
定先着１５人　申６月２日（火）から
◆緑・花講習会「市の花さつきの
育て方、楽しみ方」
時６月１８日（木）午後１時３０分
講東英治氏
定先着１５人
申６月９日（火）から

市 民 体 育 館
☎０６－６９９2－82０1

◆一般開放（７月分）
時▽卓球＝６日（月）・１０日（金）・
　１３日（月）（午後Ａ）
　▽バドミントン・ソフトバ
　レーボール・インディアカ＝９
　日（木）（午前／午後Ａ）
￥利用区分ごとに市内一般３００円
　（ヘルシーアップ講習会受講者
　は２５０円）、市内小・中学生
　１５０円、市外者倍額
持体育館シューズ、ラケット、ボー
　ルなど
申各開放日に利用券を購入し窓口
　へ
備午前＝午前９時～正午、午後Ａ
　＝正午～午後２時３０分（利用時

　間には準備・清掃、後片付けを
　含む）
◆フィットネスルーム利用講習会
（７月分）
内フィットネスルームの利用方法
　およびトレーニング器具の使用
　法ほか
持▽１１日・２５日（土）午前１０時４５分
　▽７日・２１日（火）午後７時
対中学校卒業以上の人
講㈱ミズノ指導員
￥２，０００円
定各先着１１人
申随時受付

募　集

★第１８回大阪府介護支援専門員
実務研修受講試験
受験資格　医師、看護師、介護福
祉士などの保健、医療、福祉の各
分野で５年以上かつ９００日以上（介
護業務で国家資格などを有してい
ない場合は、１０年以上かつ１，８００
日以上）の実務経験を有する人
試験日　１０月１１日（日）午前１０時
￥ �８，８２９円（払込手数料１２９円含
む）
試験要領（受講申込書）の配布場所　
高齢介護課、市民・大日サービス
コーナー、府保健所
申 �６月２２日（月）までに簡易書留に
よる郵送（当日消印有効）

問 �府地域福祉推進財団（ファイン
財団）ケアマネ係（〒５４０－００１２
大阪市中央区谷町５－４－１３大
阪府谷町福祉センター内）

℡０６－６７６３－８０４４
★市ソフトバレーボール交流大会
参加者
時 �▽６月２１日（日）＝混合１・２部、
　　女子２部
　▽７月１９日（日）＝男子・女子フ
　　リー

場 �市民体育館
￥ �１チーム２，０００円（抽せん時）
備 �要項、申込用紙は市民体育館に
あり

申 �・問 �市ソフトバレーボール連盟
　事務所
℡０６－６９０１－８０１３
★ひとり親家庭などのための就業
支援講習会「簿記３級受験講座」受
講生
時 �８月２９日～１１月７日毎週土曜日
（全１１回）午前１０時
場 �リンクアカデミー大栄梅田会場
￥ �５，５００円　定 �先着３０人
保 �２歳～就学前まで
備 �応募多数の場合は抽せん
申�・問 �開講２か月前～７月２９日
　（水）に、講座名、住所、氏名、
　年齢、職業、電話番号、受講動
　機、過去に同連合会で受講した
　講座名（該当者のみ）、一時保育
　の有無を往復はがきに記入し、
　谷町福祉センター内府母子家庭
　等就業・自立支援センター
　（〒５４０－００１２大阪市中央区
　谷町５－４－１３）
℡０６－６７６２―９４９８
★健康ボウリング教室（全６回）
時 �▽６月１７日～７月２２日毎週水曜日
　▽６月１８日～７月２３日毎週木曜日　
　各曜日午前１０時または午後２時
場 �㈱ラウンドワン守口店
対 �どなたでも可
講 �プロボウラー・大月惠利子氏
￥ �全６回２，０００円
定 �各クラス６０人
備 �動きやすい服装
申�・問 �健康ボウリング教室事務
　局・大月
℡０７０－１４４７－１３４９

催　し

★家族介護教室「成年後見制度につ
いて～住み慣れた地域で自分らし
く安心した生活を続けるために～」
時 �６月１３日（土）午後１時３０分

場ふれあいの家
講佐藤守氏
問守口第１地域包括支援センター
℡０６－６９０４－８９００
★家族介護教室「高齢者虐待を防
ぐために～皆さんで高齢者虐待に
ついて考えてみませんか・カラコ
ロ体操で介護予防～」
時 �６月１８日（木）午後１時３０分
場東部公民館
講社会福祉士・馬淵晃浩氏
問守口第１地域包括支援センター
℡０６－６９０４－８９００
★家族介護教室「栄養講座“猛暑を
ブロック！“～水分は？食欲のな
いときは？バランスよくってどう
するの？～」
時６月１２日（金）午後２時
場エナジーホール３階
講管理栄養士・溝上智恵子氏
問守口第５地域包括支援センター
℡０６－６９９２－１１８０
★介護予防教室「懐メロを楽しみ
若返ろう♪～ギターに合わせて懐
かしの歌を楽しみましょう～」
時 �６月１１日（木）午後１時３０分
場庭窪公民館
講唄のボランティア懐メロ偲ぶ・
　石山芳和氏
問守口第２地域包括支援センター
℡０６－４３９３－８４０１
★介護予防教室「楽しく！元気
に！脳いきいきと！」
時 �６月２６日（金）午後１時３０分
場佐太老人福祉センター
講介護予防指導士・浦谷和子氏
問守口第２地域包括支援センター
℡０６－４３９３－８４０１
★介護予防教室「歌声広場～みん
なで楽器を使って楽しく歌いま
しょう～」
時 �６月１９日（金）午後１時３０分
場北部公民館
対市内在住の人
講加戸敬子氏
問守口第３地域包括支援センター
℡０６－６９０８－２８０８

★認知症サポーター養成講座「認
知症の傾向と対策！そして予防！」
時 �６月１４日（日）午前１０時３０分
場八雲楽楽デイサービス
講認知症キャラバンメイト・松村
　薫氏
定先着２０人
申・問守口第３地域包括支援セン
　ター
℡０６－６９０８－２８０８
★（公社）日本３Ｂ体操協会創立４５
周年プレ大会・大阪北大会
時 �６月２５日（木）午前１０時
場なみはやドーム（府立門真ス
　ポーツセンター）サブアリーナ
対健康に関心のある人
申同協会・田中
℡０９０－５９６９－５９８７
備当日、会場での受付も可
★松下介護老人保健施設はーとぴ
あ「市民向け講座」～介護お役立ち
情報満載～
▽頭の体操教室
内頭と身体を元気に！ゲームや体
　操で認知症予防
時６月９日（火）・２３日（火）午前１０時
場松下介護老人保健施設はーとぴあ
▽ぱいんカフェ
内どなたでも参加でき、認知症の
　ことや、介護体験を気軽に語り
　あえるカフェやミニ講座
時６月１２日（金）午後１時３０分
場松下介護老人保健施設はーとぴあ
▽八島町会健康講座
内食事（栄養）は健康の源！日ごろ
　の食生活をチェックしてみま
　しょう！
時６月２６日（金）午前１０時
場八島町集会所
▽はーとぴあ健康講座
内知ってて安心！「介護保険～サー
ビスの内容や法改正について～」
時６月２０日（土）午後１時３０分
場くすくす広場（京阪守口市駅前
　テルプラザ１階）
問松下介護老人保健施設はーとぴあ
℡０６－６９９２－８１３１

施設・募集 募集・催し
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カメラアイ もりアイカメラアイもりアイ

時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問い合わせ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAXファクス　 メール　HPホームページ　※無料の場合は掲載を省略しています。

開校　市立樟風中学校

エフエムもりぐち

　
第
二
中
学
校
と
第
四
中
学
校
の
統

合
校
で
あ
る
、
樟
風
中
学
校
が
４
月

3
日
に
開
校
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
広
報
も
り
ぐ
ち
７
月
号

の
特
集
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
近
畿
２
府
４
県
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
２7
局
が
加
盟
す

る「
Ｊ
Ｃ
Ｂ
Ａ
近
畿
地
区
協
議
会
」主
催
の「
第
１7
回
Ｊ
Ｃ
Ｂ

Ａ
近
畿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
賞
」授
賞
式
が
、４
月
２４
日
に
豊

中
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
部
門
に
１９
局
7１
作
品

の
応
募
が
あ
る
中
で
、ＦＭ

－

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｏ
８２
．４
ＭＨｚ

（
㈱
エ
フ
エ
ム
も
り
ぐ
ち
）

は
、
情
報
・
教
養
番
組
部

門
で
最
優
秀
賞
、
放
送
活

動
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

西
端
勝
樹
市
長
は

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
よ
り
一

層
、
地
域
に
密
着
し
た

番
組
制
作
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

　
金
田
町
在
住
の
森
岡
英
さ
ん
が
、
市
教

育
委
員
会
を
訪
れ
、
教
育
活
動
の
充
実
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
卓
球
台
６
台
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
１５
日
、
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
首
藤
修
一
教
育
長
は
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、

大
切
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
の
現
状
や
課
題
を
踏
ま
え

て
、
地
域
に
密
着
し
て
い
る
公
共

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
意
見
や
質
問
を
お
聞
き
す

る
た
め
「
市
長
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す

（
右
表
）。

内
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設

　
公
共
施
設
の
今
後
に
つ
い
て
」

申
・
問
広
報
広
聴
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
３
５
３
、

　
１
３
５
６

　
４
月
２１
日
、
守
口
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長
・
中
田
徹
さ
ん
と
同
会
副
会
長
・

川
口
泰
弘
さ
ん
が
市
教
育
委
員
会
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　
中
田
会
長
は
第
４7
回
守
口
市
こ
ど
も
ま

つ
り
に
必
要
な
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
1

台
・
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
付
属
品
・
Ｃ
Ｄ

プ
レ
ー
ヤ
ー
・
専
用
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
首
藤
修
一
教
育
長
は
「
毎
年
、
こ
ど
も

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
必
要
物
品

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

市
水
道
料
金
徴
収
等
業
務

の
委
託
先
で
あ
る
㈱
ジ
ェ

ネ
ッ
ツ
関
西
支
店
が
、
本
市

と
の
災
害
対
策
活
動
に
伴
う

応
援
協
定
に
基
づ
き
、
西
日

本
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
自

治
体
の
災
害
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
守
口
営
業
所
（
守

口
市
水
道
局
内
）
に
給
水
車

を
配
備
し
ま
し
た
。
ま
た
災

害
時
に
は
本
市
を
優
先
と
し

て
活
動
さ
れ
ま
す
。

 

役
立
て
て
く
だ
さ
い

～未来に向かって
 新しい歴史を刻む～

～これからも
   地域に密着した番組を～

～
教
育
活
動
の
充
実
に
～

写真左　川口　泰弘さん
写真右　首藤　修一教育長

写真中央　中田　徹さん

運動場から見た校舎

中庭を望む

教室

生
徒
用
の
下
足
室

～
守
口
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
寄
贈
～

 

こ
ど
も
ま
つ
り
に
使
っ
て
く
だ
さ
い

〜申込受付中〜

＜広告＞ ＜広告＞ ＜広告＞ ＜広告＞

広告のお問い合わせは、㈱ライダース・パブリシティ（ 06-63４3-033１）へ。広告内容に関する一切の責任は広告主へ帰属します。℡ 広告のお問い合わせは、㈱ライダース・パブリシティ（ 06-63４3-033１）へ。広告内容に関する一切の責任は広告主へ帰属します。℡



ところ 市役所　１号別館１階　市民相談コーナー

相談内容 と　き
（祝日は除く） 人数 時間 予約 受付 その他

法律
弁護士 毎週木曜日　　  13：00～16：30 先着

14人
１人
30分 ○ 予約は電話で前日の13：00～

前日が休日の時は当日の９：00～ 同一内容の相談
は原則１回です司法書士 毎月第2・第3・第4火曜日

13：00～16：00
先着
14人

１人
25分 ○ 予約は電話で前週の火曜日13：00～　

受付が休日の時は翌開庁日の13：00～

登記
司法書士

毎月第2水曜日  13：00～15：00 先着
各4人

１人
30分

○ 予約は電話で前日の13：00～
前日が休日の時は当日の９：00～土地家屋

調査士 ○ 境界トラブルなど

税務 税理士 毎月第2金曜日  13：00～16：00 先着
6人

１人
30分 ○ 予約は電話で前日の13：00～

前日が休日の時は当日の９：00～

行政相談 毎月第4火曜日  10：00～12：00 ○ 予約は電話で前日までに

問い合わせ先 広報広聴課　　　　　　　℡ 06－6９９２－１３５３ または ℡ 06－6９９２－１３５6

心配ごと 毎週月曜日 13：00～16：00 × 当日、市民相談コーナーへ直接
問い合わせ先 社会福祉協議会　　　　　℡ 06－6９９２－２７１５

介護保険苦情 毎月第2水曜日　14：00～16：00 ○ 予約は前日までに
問い合わせ先 くすのき広域連合　　　　℡ 06－6９９５－１５１6　　　　守口支所高齢介護課内　　℡ 06－6９９２－２１８0

女性の悩み 毎月第１～第4火曜日
13：00～16：00 ○ 予約は前日までに

人　権

毎週月・水・金曜日
９：00～12：00 × 当日、市民相談コーナーへ直接

毎週木曜日 13：00～16：00

毎月第3木曜日  10：00～12：00 × 当日、菊水老人福祉センターへ直接
問い合わせ先 人権室　　　　　　　　　℡ 06－6９９２－１５１２

精神保健福祉 毎週水曜日        10：00～16：00 ○ 予約は前日までに
問い合わせ先 障害福祉課　　　　　　　℡ 06－6９９２－１6３５

ところ 大日サービスコーナー［イオンモール大日内］注相談時間内に利用してください。

相談内容 と　き
（祝日は除く） 人数 時間 予約 受付 その他

心配ごと 毎週木曜日        13：00～16：00 × 当日、サービスコーナーへ直接
問い合わせ先 社会福祉協議会　　　　　℡ 06－6９９２－２７１５

進路選択支援
6月5日・12日・1９日・26日
各金曜日

14：00～18：00

進学意欲を持ちながら、家庭事情や経済的な理由で就学することが難しい生徒
や保護者を対象に、進路選択支援相談員が、進路や奨学金などの相談や必要な情
報を伝える窓口を設置しています。

問い合わせ先 市教委・学校教育課　　　 ℡ 06－6９９５－３１５１

時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　講講師　￥費用

申申し込み　保一時保育　持持ち物　備備考　提提出　配配布

注注意事項　問問い合わせ　℡電話番号　 FAX ファクス　 メール

7フリーダイヤル　HPホームページ　※無料の場合は掲載を省略しています。

市民相談（6月分）
～日常生活のさまざまな問題や悩みの相談に応じています～《秘密厳守・無料》

　誌面の中で、左記のマークが付いている
写真にスマートフォンをかざすと、動画が
流れます。
［今月号は表紙にあります］

　動画を見るにはＡＲ（拡張現実）のアプリケーショ
ンのダウンロードと、守口市チャンネルの登録が必
要です。
　詳しくは市ホームページ「デジタルコンテンツ」の
ページをご覧ください。

　4月から広報広聴課へ異動となり、まだ慣
れない部分が多々ありますが、その中で広報
誌作成において、いかに市民の皆さんに興味

を持って見てもらうかを第一に取り組んでいます。
　その１つとして今回のＡＲ動画をつくっ
てみましたが、いかがですか？
　これからも、たくさん作成していきます
のでお楽しみに…。　
　　　　　　広報広聴課
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